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市民憲章 

 
わたしたちのめざす新潟 

 
信濃、阿賀野のゆたかな川の流れが海にそそぎいるところ、ここがわたしたちのまち新

潟。日本海に沈む夕日が美しい。海のかなたの国ぐににむけて開かれたこの港まちは、流

れのほとりの木のように、いよいよ育ち、栄えている。人びとは、昔から、力を合わせ、

ねばり強く、この自由な開かれたまちを築いてきた。 
 さあ、わたしたちも、いま、たしかな一歩を踏み出そう。 

 わたしたちが望む新潟をめざして！ 
 

ゆたかな海の幸と田畑のみのり。 
新潟は、自然がいかされ、まもられるまち。 

 
働くよろこび、憩いの静けさ。 

新潟は、活気にあふれ、落ちつきのあるまち。 
 

すこやかな生活は、わたしたちすべての願い。 
新潟は、みんなで生きるために、助け合うまち。 

 
はぐくむ心が、いのちを育てる。 

新潟は、一人ひとりが大切にされ、いかされるまち。 
 

海のむこうは、友となる国ぐに。 
わたしたちは、世界の平和のかけ橋となる。 

 
 

（平成元年４月１日制定） 
 
 
 
 
 
 
 
 

「障がい」の表記について 
新潟市では，「障害」の「害」の字が持つマイナスイメージや当事者の方への

配慮から，この計画を含めて，原則的にひらがなで表記することとしました。 
ただし，法律名や固有名詞などは，漢字で表記しています。 
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第 1 部 総 論                 
1 計画策定の趣旨 

本市では，平成19年3月に「新潟市障がい者計画」を策定し，障がいの有無に

かかわらず，安心して暮らすことのできる地域社会の実現を基本理念に，すべ

ての障がい者の自立した地域生活と社会参加の促進を目指して障がい者施策に

取り組んできました。 

しかし，障がい者をめぐっては，障がいの重度化・重複化，障がい者本人や

家族等の高齢化が進み，新たな課題も生じてきています。 

平成18年12月に，国連総会において障害者の権利条約が採択され，平成19年9

月に日本政府もこの条約に署名，国内法の整備が必要とされるなど，国内外と

も障がい者施策に関する状況がめまぐるしく変化しています。 

平成21年9月には，「障害者自立支援法」廃止の方針が示され，同年12月には

国の障がい者制度の集中的な改革を行うために「障がい者制度改革推進本部」

が設置され，改革の具体的検討を進めていくための「障がい者制度改革推進会

議」において障がい者施策に関する様々な議論が行われており，平成25年度に

は「障害者総合福祉法（仮称）」を施行することとしています。 

また，「障害者基本法」が平成23年7月に成立，8月に施行され，基本的な障

がい者施策の方向性について新たな考え方が示されるとともに，「障害者虐待

の防止，障害者の養護者に対する支援等に関する法律」が平成24年10月より施

行されます。 

こうした障がい者を取り巻く状況や法制度の変革の動きに的確に対応してい

くとともに，現行の「新潟市障がい者計画」の実績やアンケート調査の結果を

踏まえ，新潟市の地域特性に対する課題の解決に取り組み，障がい者が地域に

おいて安心して暮らすことのできる共生社会を目指し，地域生活の支援，保健，

医療，雇用，教育，生活環境，危機管理，啓発・広報など幅広い分野を対象と

した新たな障がい者施策の総合的な計画を策定します。 

 

2 計画の位置づけ 
この計画は「新・新潟市総合計画」を上位計画とする計画で，「障害者基本法

第 11 条第 3 項」の規定に基づく，「障害者計画」であり，今後の障がい者施策
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の基本的方向を定めるものです。従って，「新・新潟市総合計画」とも整合性の

ある計画となっています。 

 

3 基本理念および基本目標  
【基本理念】 

 

 

 

 

障がいの有無にかかわらず，相互に人格と個性を尊重しあう共生社会をつく

るためには，障がい者が生活において受ける制限を排除し，障がい者の自主性

が十分に尊重され，自らの決定・選択に基づき，社会のあらゆる分野の活動に

参加・参画できる地域社会を実現していく必要があります。 

第 2 次計画においては，「地域生活の支援体制の充実」，「自立の実現に向けた

支援と療育・教育の充実」，「地域社会の障がいに関する理解の促進」を基本目

標に掲げ，保健，医療，雇用，教育などの総合的な連携のもと，自立した地域

生活を支援する施策を推進し，全ての市民が安心して暮らすことのできる共生

社会の実現を目指します。 

 

 【基本目標】 

地域生活の支援体制の充実 

障がいのある人が必要とするサービスを利用できるよう，障がいの状態に応

じたきめ細やかなサービスの提供に努めるとともに，身近な事柄を気軽に相談

できる体制等の充実を図り，地域全体で障がい者とその周囲の人たちを支援し

ます。 

入所施設利用者の地域生活への移行と，退院可能な精神障がい者の地域生活

への移行のために，様々な基盤整備を行ないます。 

障がいのある人の健康の保持および増進に努めるとともに，障がいのある人

とその家族の経済的負担の軽減を図ります。 

 

障がいの有無にかかわらず，全ての市民が互いに人格と個性を尊重しあいなが

ら，安心して暮らすことのできる共生社会を目指す。 
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自立の実現に向けた支援と療育・教育の充実 

障がいのある人が地域で自立した生活を送ることができるよう，雇用の促進

や就労を支援するとともに適切な療育・教育を受けられるよう体制の充実を図

ります。 

 

地域社会の障がいに関する理解の促進 

障がいの有無にかかわらず，互いに人格と個性を尊重し，共に支えあう社会

作りを推進するために，障がいに対する正しい理解がなされるよう啓発活動を

進めるとともに，環境の整備にも努めます。 

 

4 計画の期間 
本計画の期間は，平成 24 年度から平成 26 年度までの 3 年間（第 2 次計画）

とします。 

ただし，障害者総合福祉法（仮称）が平成 25 年 8 月までに施行される予定と

なっていることから，計画期間中に計画を見直すことがあります。 

 

5 障がい者とは 
この計画の「障がい者」とは，障害者基本法等に基づき，「身体障がい，知的

障がい，精神障がいがあるため，あるいは，てんかん，発達障がい，難病によ

る障がい，その他の心身の機能の障がいがあるため，それらの障がいおよび社

会的障壁により継続的に日常生活又は社会生活に相当な制限，制約を受ける状

態にある人」とします。したがって，各種の障がい者手帳を持つ人だけでなく，

合理的な配慮を必要とする人を，広く「障がい者」ととらえます。 

また，「社会的障壁」とは，「障がいがある人にとって日常生活または社会生

活を営む上で障壁となるような社会における事物，制度，慣行，観念その他一

切のもの」とします。 
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6 計画の構成 
障がい者計画の構成は，次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)相談支援体制の充実 (2)在宅サービスの充実  

(3)経済的な支援    (4)サービス基盤の充実 

(5)地域生活を支える人づくり 

(6)スポーツ・文化活動の振興および余暇活動の支援 

(7)情報提供・コミュニケーション支援の充実 

 (8)権利擁護の推進 

 

 

 

(1)障がいの予防と早期の気づき・早期の支援 

(2)医療およびリハビリテーションの充実 

(3)精神保健と医療施策の推進  

 

 

 

(1)雇用促進と一般就労の支援 

(2)福祉施設等への就労の支援 

 

 

(1)就学前療育の充実 

(2)学校教育の充実 

(3)放課後等活動の充実 

 

 

総  論 

【基本理念】 
障がいの有無にかかわらず，全ての市民が互いに人格と個性を尊重しあいなが

ら，安心して暮らすことのできる共生社会を目指す。 

基本目標 各  論 

1 地域生活の支援 

4 療育・教育の充実 

3 雇用促進と就労支援 

2 保健・医療・福祉の充実 

地
域
生
活
の 

支
援
体
制
の
充
実 

自
立
の
実
現
に
向
け
た
支
援
と 

療
育
・
教
育
の
充
実 
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(1)住宅環境の整備 

(2)安心・安全なまちづくりの推進  

(3)防災対策および災害時支援体制の推進 

 

 

(1)障がいと障がい者に対する理解の普及 

(2)福祉教育の推進  

(3)ボランティア活動の支援・推進 

 

 

 

 

(1)庁内の協力体制 

(2)当事者団体，民間事業者，ボランティア団体との協力 

(3)計画の推進 

 

計画の推進に向けて 

5 生活環境の整備 

6 啓発・広報活動の推進 

地
域
社
会
の
障
が
い
に 

関
す
る
理
解
の
促
進 
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7 新潟市における障がい者の状況 
 【身体障がい者】 

 ①身体障害者手帳所持者の推移 

 年齢別に身体障害者手帳所持者の状況をみると，65 歳以上の高齢者が約 3 分

の 2（平成 22 年度）を占めており，その比率は，年々上昇していましたが，平

成 21 年度と平成 22 年度の比率はほとんど変わりませんでした。 

  

図表 1-1 身体障害者手帳所持者の推移 

444 447 425 419 417 421

8,205 8,149 8,190 8,177 8,205 8,396

17,117 17,974 18,617 19,466 19,970 20,386

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

（単位：人）

65歳以上

18～64歳

18歳未満

 
        

                     （単位：人〔各年度末〕）  

 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度

１８歳未満 444 447 425 419 417 421

１８～６４歳 8,205 8,149 8,190 8,177 8,205 8,396

６５歳以上 17,117 17,974 18,617 19,466 19,970 20,386

合計   25,766 26,570 27,232 28,062 28,592 29,203
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②等級別身体障害者手帳所持者の推移 

等級別に身体障害者手帳の所持者をみると，1 級および 2 級の重度障がい者

が，約半数を占めています。 

  

図表 1-2 等級別身体障害者手帳所持者の推移 

7,617 7,943 8,208 8,398 8,599 8,783

4,976 5,150 5,115 5,245 5,281 5,278

4,323 4,538 4,756 5,053 5,242 5,499

4,906
4,972

5,192
5,419 5,607

5,8362,017

1,962
1,931

1,876
1,851

1,927
1,940

1,999
2,016

1,987
1,956

2,027

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

（単位：人）

６級

５級

４級

３級

２級

１級

 
                      （単位：人〔各年度末〕）  

 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度

１級 7,617 7,943 8,208 8,398 8,599 8,783

２級 4,976 5,150 5,115 5,245 5,281 5,278

３級 4,323 4,538 4,756 5,053 5,242 5,499

４級 4,906 4,972 5,192 5,419 5,607 5,836

５級 2,017 2,027 1,962 1,931 1,876 1,851

６級 1,927 1,940 1,999 2,016 1,987 1,956

合計 25,766 26,570 27,232 28,062 28,592 29,203
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③障がい別身体障害者手帳所持者の推移 

障がいの種類別に身体障害者手帳所持者の状況をみると，「肢体不自由」の割

合が最も高く，約 6 割を占めています。 

 

図表 1-3 障がい別身体障害者手帳所持者の推移 

2,041 2,023 2,051 2,055 2,059 2,046

2,567 2,588 2,605 2,666 2,710 2,744

365 375 370 379 379 379

15,518 16,219 16,511 17,016 17,273 17,629

5,275
5,695

5,946 6,171 6,405

5,365

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

（単位：人）

内部障がい

肢体不自由

音声・言語
機能障がい
聴覚・平衡
機能障がい
視覚障がい

 
 

（単位：人〔各年度末〕） 

 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

視覚障がい 2,041 2,023 2,051 2,055 2,059 2,046

聴覚・平衡機能障がい 2,419 2,588 2,605 2,666 2,710 2,744

音声・言語機能障がい 334 375 370 379 379 379

肢体不自由 15,518 16,219 16,511 17,016 17,273 17,629

内部障がい 5,275 5,365 5,695 5,946 6,171 6,405

合計 25,766 26,570 27,232 28,062 28,592 29,203
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【知的障がい者】 

 ①療育手帳所持者の推移 

 ここ数年は 18 歳未満・以上それぞれ年齢別において数％ずつ所持者が増えて

います。 

   

図表 1-4 療育手帳所持者の推移 

873 895 921 959 997 1,013

2,940 3,040 3,156
3,270 3,351 3,415

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

（単位：人）

１８歳以上

１８歳未満

 
                         

                             （単位：人〔各年度末〕）    

 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度

１８歳未満 873 895 921 959 997 1,013

１８歳以上 2,940 3,040 3,156 3,270 3,351 3,415

合計    3,813 3,935 4,077 4,229 4,348 4,428
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②障がい程度別療育手帳所持者の推移 

障がい程度別に療育手帳所持者の状況を見ると，Ｂ（中程度）の手帳所持者

の割合が多く，ここ数年は 56％前後で推移しています。 

    

図表 1-5 障がい程度別療育手帳所持者の推移 

1,726 1,753 1,826 1,867 1,917 1,929

2,087 2,182 2,251
2,362 2,431 2,499

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

（単位：人）

Ｂ（中軽度）

Ａ（重　度）

 

 

 

                             （単位：人〔各年度末〕）       

 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度

Ａ（重 度） 1,726 1,753 1,826 1,867 1,917 1,929

Ｂ（中軽度） 2,087 2,182 2,251 2,362 2,431 2,499

合計 3,813 3,935 4,077 4,229 4,348 4,428
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【精神障がい者】 

①精神障害者保健福祉手帳所持者の推移 

精神障害者保健福祉手帳所持者の状況をみると，等級別では 2 級の手帳所持

者が平成 22 年度で 75.3％となっており，全体に占める割合，増加率とも高く

なっています。 

 

図表 1-6 精神障害者保健福祉手帳所持者の推移 

533 554 615 648 660 658

1,672
1,821

2,075
2,259

2,423
2,714

160
175

195

217
219

234
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1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

（単位：人）

３級

２級

1級

 
 

 

                             （単位：人〔各年度末〕）   

 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度

1 級 533 554 615 648 660 658

２級 1,672 1,821 2,075 2,258 2,423 2,714

３級 160 175 195 217 219 234

合計    2,365 2,550 2,885 3,124 3,302 3,606

 
 



第 2 次新潟市障がい者計画素案 第 1 部 総論 

7 新潟市における障がい者の状況 

12 

②自立支援医療（精神通院医療）利用者の推移 

自立支援医療（精神通院医療）は，精神障害者保健福祉手帳を所持していな

い方でも利用できるサービスで，多くの方が受給されているので，現状を表す

有効な指標として下表に示しています。 

 

図表 1-7 自立支援医療（精神通院医療）利用者の推移 

6,421 6,133 6,130
6,524

7,002
7,704

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

（単位：人）

受給者数

 
 

                             （単位：人〔各年度末〕）   

 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度

利用者数 6,421 6,133 6,130 6,524 7,002 7,704
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8 新潟市における障がい者のニーズ 

障害者基本法に基づく「新潟市障がい者計画」および障害者自立支援法に基

づく「新潟市障がい福祉計画」を策定するにあたり，市域における障がい者の

実態やニーズを把握するためにアンケート調査を実施しました。 
 なお，アンケートの詳細は新潟市ホームページに掲載しています 
 
（１）調査の基本概要 

   ① 調査地域  新潟市域 

   ② 基準日   平成 22 年 11 月 1 日 

 

対象者 母数 対象者数 対象者の選定方法 

身体障がい 28,175 2,000
18 歳以上で身体障害者手帳

所持者から抽出 

知的障がい 3,270 1,000
18 歳以上で療育手帳所持者

から抽出 

在宅者 

3,800（名） 

精神障がい 3,110 800
精神障害者保健福祉手帳所

持者 

身体障がい 

知的障がい 施設入所者 

623（名） 
精神障がい 

623 623

身体障害者手帳，療育手帳，

精神障害者保健福祉手帳を

所持し，市からの給付対象者

全員（市外施設含む） 

身体障がい 417 200
18 歳未満で身体障害者手帳

所持者から抽出 

18 歳未満の

児童とその

家族 

600（名） 
知的障がい 959 400

18 歳未満で療育手帳所持者

から抽出 

発達障がい者 

101（名） 
（注 1）

101

市内在住で各障がい者手帳

所持がなく，発達障がいの診

断のある方で，新潟市発達障

がい支援センターの利用者

のうち調査に協力が可能な

方，関係保護者団体の会員で

調査に協力が可能な方 

※在宅の方と 18 歳未満の方の母数は，平成 22 年 3 月末時点，施設入所者につ

いては，平成 22 年 11 月 1 日時点での人数。 

（注 1）母数の把握は困難なため，未記載。 
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配布回収状況 

調査票の種類 配布数 有効回収数 有効回収率 

在宅者 

（18 歳以上） 
3,833 2,318 60.5％

施設入所者 

（18 歳以上） 
623 452 72.6％

18 歳未満の児童

とその家族 
668 407 60.9％

合計 5,124 3,177 62.0％

 
前回（平成 17 年 11 月）のアンケート調査における合計有効回収率（56.9％）

よりも高い回収率となりました。 

 

（２）障がい福祉施策への要望（5 つまで複数回答：主なものの上位） 

【在宅者（18 歳以上）】 

1.(44.1%）経済的負担の軽減 

(＊要望の多い障がい種別（以下同じ） 

①精神障がい 49.6% ②発達障がい 45.8%) 

2.(27.2%）相談支援体制の充実 

(＊①発達障がい 37.4% ②精神障がい 33.3%) 

3.(22.3%）障がいと障がい者に対する理解の普及 

(＊①発達障がい 44.3% ②精神障がい 33.3%) 

4.(20.5%) 緊急時・災害時の支援および防災対策の充実  

(＊①知的障がい 22.4% ②身体障がい 22.3%) 

5.(19.2%) 医療およびリハビリテーション体制の充実 

(＊①身体障がい 24.0% ②精神障がい 14.0%) 

 

【施設入所者】 

 1.(37.8%) 経済的負担の軽減 

 (＊要望の多い障がい種別（以下同じ） 

  ①知的障がい 40.8% ②精神障がい 33.3 %) 

 2.(29.0%) 障がいと障がい者に対する理解の普及 

 (＊①知的障がい 33.1% ②精神障がい 29.2%) 

 3.(25.9%) 外出時に利用するサービスの充実 
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 (＊①身体障がい 29.5% ②知的障がい 23.3%) 

4.(22.3%) 住まいの場として利用するサービスの充実 

 (＊①知的障がい 22.7% ②身体障がい 19.0%) 

 5.(21.5%) 相談支援体制の充実 

 (＊①精神障がい 29.2% ②知的障がい 22.1%) 

 

【18 歳未満】 

 1.(41.5%) 障がいと障がい者に対する理解の普及 

 (＊要望の多い障がい種別（以下同じ） 

 ①精神障がい 50.0% ②発達障がい 47.7 %) 

 2.(40.8%) 経済的負担の軽減 

  (＊①身体障がい 49.0% ②知的障がい 40.1%) 

 3.(38.1%) 障がい者の雇用促進および就労支援 

      (＊①精神障がい 50.0% ②発達障がい 44.5%) 

 4.(36.4%) 放課後や夏休みなどの一時的な活動の場の充実 

 (＊①知的障がい 42.6% ②身体障がい 37.1%) 

 5.(33.2%) 学校教育の充実 

  (＊①精神障がい 50.0% ②発達障がい 34.2%) 

 

（３）新たに利用したいサービス 

（あてはまるものすべて回答：主なものの上位） 

【在宅者（18 歳以上）】 

1.(14.2%）住まいの場として利用するサービス 

（グループホーム，ケアホーム，施設入所支援，療養介護） 

 (＊要望の多い障がい種別（以下同じ） 

 ①発達障がい 29.8% ②知的障がい 27.3%) 

2.(13.4%）外出時に利用するサービス（行動援護，移動支援） 

      (＊①発達障がい 22.9% ②知的障がい 15.8%) 

 3.( 9.9%）相談支援事業 

 (＊①発達障がい 17.6% ②精神障がい 16.5%) 

 4.( 8.8%) 一時的に日中活動又は住まいの場を提供するサービス 

（日中一時支援，短期入所）  

(＊①発達障がい 17.6% ②知的障がい 17.2%) 

5.( 8.6%) 訪問サービス（居宅介護，重度訪問介護，訪問入浴等） 

      (＊①身体障がい 9.7% ②精神障がい 8.5%) 
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【施設入所者】 

 1.(30.5%) 外出時に利用するサービス（行動援護，移動支援） 

 (＊要望の多い障がい種別（以下同じ） 

 ①精神障がい 33.3% ②知的障がい 30.1 %) 

 2.(19.0%) 住まいの場として利用するサービス 

（グループホーム，ケアホーム，施設入所支援，療養介護） 

 (＊①知的障がい 20.9% ②精神障がい 16.7%) 

 3.( 8.2%) 補装具費支給・日常生活用具給付 

 (＊①精神障がい 20.8% ②身体障がい 9.5%) 

 4.( 8.2%) 通所して生活の介助や自立のための訓練をするサービス 

 (＊①精神障がい 16.7% ②身体障がい 10.5%) 

 5.( 7.1%) 相談支援事業 

      (＊①身体障がい 7.1% ②知的障がい 7.1%) 

 

【18 歳未満】 

 1.(26.3%) 外出時に利用するサービス（行動援護，移動支援） 

 (＊要望の多い障がい種別（以下同じ） 

 ①精神障がい 50.0% ②知的障がい 31.7 %) 

2.(20.9%) 一時的に日中活動又は住まいの場を提供するサービス 

      （日中一時支援，短期入所）  

 (＊①知的障がい 26.1% ②発達障がい 22.6%) 

 3.(16.5%) 通所して就労支援を受けるサービス 

（地域活動支援センター） 

 (＊①知的障がい 18.7% ②発達障がい 17.4%) 

 4.(14.3%) 相談支援事業 

 (＊①精神障がい 50.0% ②身体障がい 14.6%) 

 5.(11.3%) 通所して療育を受けるサービス（児童デイサービス） 

 (＊①身体障がい 13.2% ②知的障がい 13.0%) 

 

（４）地震などの災害時に必要なこと 

（あてはまるものすべて回答：主なものの上位） 

【在宅者（18 歳以上）】 

 1.(43.2%）薬や医療的なケアを受けられること 

 (＊要望の多い障がい種別（以下同じ） 

       ①精神障がい 56.5% ②身体障がい 43.5%) 

 2.(33.9%）避難所設備が障がいに対応していること 
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 (＊①発達障がい 42.7% ②知的障がい 36.9%) 

 3.(32.3%）介助によって避難できること 

      (＊①身体障がい 37.9% ②知的障がい 33.6%) 

 4.(31.0%) 避難所で必要な介助を受けられること  

 (＊①身体障がい 34.4% ②発達障がい 32.1%) 

5.(29.2%) 助けを呼べること 

 (＊①発達障がい 37.4% ②知的障がい 31.9%) 

 

【18 歳未満】 

 1.(52.6%）避難所設備が障がいに対応していること 

 (＊要望の多い障がい種別（以下同じ） 

 ①精神障がい 100.0% ②身体障がい 62.3%) 

 2.(39.1%）避難所で必要な介助を受けられること 

 (＊①身体障がい 53.6% ②精神障がい 50.0%) 

 3.(37.3%）助けを呼べること 

      (＊①知的障がい 41.5% ②身体障がい 40.4%) 

 4.(35.9%) 災害情報を得られること  

 (＊①精神障がい 50.0% ②身体障がい 41.7%) 

5.(34.6%) 薬や医療的なケアを受けられること 

 (＊①身体障がい 53.6% ②精神障がい 50.0%) 

 

（５）将来の暮らし方（ひとつ回答：主なものの上位） 

【在宅者（18 歳以上）】 

 1.(55.6%）このまま在宅を希望 

 (＊要望の多い障がい種別（以下同じ） 

 ①身体障がい 59.2% ②精神障がい 54.0%) 

 2.(16.8%）入所施設を希望 

 (＊①知的障がい 20.9% ②身体障がい 16.9%) 

 3.( 8.8%）グループホーム，ケアホームへの入居を希望 

      (＊①知的障がい 20.4% ②発達障がい 18.3%) 

 

【施設入所者】 

 1.(54.9%) 現在入所している施設で生活したい 

 (＊要望の多い障がい種別（以下同じ） 

 ①精神障がい 62.5% ②知的障がい 54.9 %) 

 2.(10.2%) 施設を退所して家族と暮らしたい 



第 2 次新潟市障がい者計画素案 第 1 部 総論 

8 新潟市における障がい者のニーズ 

18 

 (＊①知的障がい 10.1% ②身体障がい 9.0%) 

 3.( 6.9%) 施設を退所してグループホーム，ケアホームに入居したい 

      (＊①知的障がい 7.1% ②身体障がい 5.2%) 

 4.( 2.4%) 施設を退所して自宅でひとり暮らしをしたい 

      (＊①身体障がい 4.8% ②知的障がい 0.3%) 

 

【18 歳未満】 

1.(52.8%) 自宅で家族と暮らしたい 

      (＊要望の多い障がい種別（以下同じ） 

       ①精神障がい 100.0% ②身体障がい 55.0 %) 

 2.(23.3%) わからない 

      (＊①身体障がい 25.2% ②発達障がい 23.2%) 

 3.( 7.1%) グループホームに入居したい 

      (＊①発達障がい 11.0% ②知的障がい 9.2%) 

 4.( 6.1%) 障がい者入所施設に入りたい 

      (＊①知的障がい 8.5% ②身体障がい 7.3%) 
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第 2部 各論 

1 地域生活の支援 

障がいの状態に応じたきめ細やかなサービスを提供するとともに，地域で自

立した生活を送り社会参加できるよう，相談や生活の場の確保を図るとともに，

情報の提供を進め，地域で安心して生活が送られるよう支援します。 

また，身近な地域における保育と教育の連携を図り，一貫した相談支援体制

の整備に努めます。 

 

（1）相談支援体制の充実 

○現状と課題 

本市では，総合福祉会館などで福祉サービスの利用援助，専門機関の紹介，

ピアカウンセリングなどを行い，相談や情報提供が受けられる体制を整備して

きました。しかし，障がい者が個々に直面している様々な問題や課題には，必

ずしも充分に応えられていませんでした。 

精神障がい者とその家族が抱える課題に対しては，専門の相談職員や経験の

不足などから，精神疾患・障がいに関する相談に十分に対応しきれないことが

あるのも実情です。 

障がい者が地域で自立して生活していくためには，障がい福祉サービスの提

供体制の確保とともに，これらのサービスの適切な利用を支える相談支援体制

の構築が不可欠です。 

これまでに，全区に相談支援事業者を配置し，４つの区に障がい児支援コー

ディネーターを配置することにより，障がい者が身近なところで，相談や情報

提供が受けられる体制の整備を進めてきました。 

障がい福祉サービス事業者，雇用，教育といった関連する分野の関係者から

なる地域自立支援協議会については，全体会のほか，運営事務局会議・区自立

支援協議会・部会などを設置・運営してきました。 

○施策の方向性 

障がい者が身近なところで，いつでも相談や情報提供が受けられる体制の整

備を進め，必要な情報が必要な人に届くようにします。 

今後は，困難事例や広域的な調整等に対応できる基幹相談支援センター機能

を構築します。 

また，各区役所や関連部署との連携を深め，職員や相談員の能力向上に努め

ていきます。併せて，サービス等利用計画作成の対象者の拡大に対応していき

ます。 
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その中で，家族の状況など障がい者をとりまく環境の変化にともなう不安を

解消し，障がい者が地域で安心して自立した生活ができるよう，在宅サービス

や経済的支援，権利擁護の相談などの必要な情報や支援を受けられるようにし

ます。 

障がい者相談支援事業を実施し，専門的な相談員やピアカウンセラーの配置

を進め，障がい種別に関わらず，相談する人の立場に立った相談や情報の提供

を総合的に行う拠点を行政区ごとに整備するとともに，地域では保健師などが

専門機関との連携を図り，相談支援体制を推進します。 

さらに，障がいの特性に起因して生じた緊急事態等の相談に対応できるよう，

夜間を含めた常時の連絡体制の確保に努めます。 

発達障がい，難病，高次脳機能障がいなどへの対応については，それぞれの

障がいに関する専門医療機関との連携および支援体制の充実に努めます。 

発達障がいへの支援については，乳幼児期から学校，卒業後の就労へと途切

れのない支援を行うためには，保健・医療・福祉・教育・雇用等各分野が相互

に連携し，一人ひとりの障がい種別に応じた早期からの支援体制が重要となる

ことから，関係機関との連携を図るとともに，発達障がい支援センターにおい

て，発達障がい者やその家族に対する相談支援体制の強化を図ります。 

また，自宅でのひきこもりに対する支援については，ひきこもり相談支援セ

ンターが関係機関と連携しながら，ひきこもりで悩むご本人や家族支援も含め

た訪問支援活動も実施します。 

これらの相談支援体制を効果的に実施するため，障がい者地域自立支援協議

会等で当時者からの意見を反映させながら，困難事例への対応等について定期

的な協議を行います。 

○ 主な事業 

□ 障がい者相談支援事業 

□ 障がい者相談員設置 

□ 障がい児(者)地域療育等支援事業 

□ 精神保健福祉相談事業 

□ 精神障がい者ケアマネジメント 

□ こころの健康推進事業 

□ 居住サポート事業 

□ 地域活動支援センターへの支援 

□ 地域自立支援協議会の運営 

□ 身体障がい者更生相談所の運営 

□ 知的障がい者更生相談所の運営 

□ こころの健康センター（精神保健福祉センター）の運営 
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□ 発達障がい支援センター事業 

□ ひきこもり相談支援センター事業 

□ 幼児ことばとこころの相談センター・心身障がい児療育専門相談 

□ こども発達相談事業       

□ 難病患者への訪問指導 

□ 児童相談所相談・支援事業 

 

（2） 在宅サービスの充実 

○現状と課題 

ホームヘルプサービス，ショートステイ事業等は，障がい者の地域生活を支

える上で，欠かすことのできないサービスです。これらの在宅サービスは今後

一層需要が見込まれており，障がい者のニーズに適切に応えられる体制が必要

です。 

また，障がい者が地域で生活していく上での，住居の確保も大きな課題とな

っています。 

短期入所の利用者数・利用日数が増加しており，長期利用者による空室不足

や医療行為を要する重度者の受け入れ先の不足が課題となっています。 

ケアホームの世話人の確保も難しい状況となっています。 

○施策の方向性 

必要な人が必要なサービスを受けられるよう，適切なサービスの供給を確保

していくとともに，サービスの質の向上に努めます。利用者にとって，より質

の高いサービスを安定的，継続的に提供するためには，多くの事業者の参入が

不可欠でありますので，今後もサービスの利用状況を踏まえながら，サービス

供給基盤の整備・充実・質の向上に引き続き取り組んでいきます。 

利用者がサービスを選択し，安心して利用していくために，事業者による自

己評価，利用者による評価，第三者機関による外部評価など，様々な手法につ

いて検討していきます。 

○ 主な事業 

□ 居宅介護等給付費（ホームヘルプサービス） 

□ 短期入所給付費（ショートステイ） 

□ 共同生活介護・共同生活援助給付費（ケアホーム・グループホーム） 

□ 生活介護給付費 

□ 移動支援事業 

□ 日中一時支援事業 

□ 訪問入浴サービス事業 

□ 居住サポート事業（再掲） 
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□ 生活サポート事業 

□ 日常生活用具給付事業 

□ 補装具費支給事業 

□ 障がい者紙おむつ支給事業 

□ 在宅難病患者紙おむつ支給事業 

□ 難病患者等居宅生活支援事業 

□ 難病患者等夜間看護サービス事業 

□ 身体障がい者福祉電話設置事業 

□ 身体障がい者あんしん連絡システム事業 

□ 障がい者要介護者等歯科保健事業 

 

（3）経済的な支援 

○現状と課題 

障がい者に対する経済的な支援として特別障害者手当，特別児童扶養手当な

ど各種手当の支給を行うほか，生活の安定を図ることを目的とした心身障害者

扶養共済制度の運営を行っています。さらに，福祉タクシーの利用助成や自動

車改造費の助成を行うことにより，重度障がい者の外出への負担軽減を図って

います。 

今後も，障がい者の生活基盤の安定を図るため，各種手当の制度周知に努め，

制度を有効に活用することが必要です。 

○施策の方向性 

障がい者の生活基盤の安定を図るため，各種手当の制度周知に努め，手当の

適切な支給を行います。 

移動が困難な重度障がい者の外出を支援する，各種助成制度の周知を徹底す

るとともに，制度の利便性向上に努めます。 

また，障がい福祉サービスの利用者負担については，市独自の負担軽減策を

実施し，障がい者の経済的な負担の軽減を図ります。 

○ 主な事業 

□ 特別障害者手当の支給 

□ 特別児童扶養手当の支給 

□ 障害児福祉手当の支給 

□ 在宅難病患者看護手当支給事業 

□ 心身障害者扶養共済制度 

□ 福祉タクシー利用助成事業 

□ 自動車燃料費助成事業 

□ 自動車改造費助成事業 
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□ 自動車運転免許取得費助成事業 

□ 障がい者等施設通所費助成事業 

□ 重度心身障がい者医療費助成 

□ 自立支援医療(更生医療)の給付 

□ 自立支援医療(育成医療)の給付 

□ 自立支援医療(精神通院医療)の給付 

□ 精神障がい者入院医療費助成事業 

□ 障がい福祉サービス利用者負担額軽減事業 

□ 人工透析患者通院費助成事業 

 

（4）サービス基盤の充実 

○現状と課題 

現在，入所施設には，様々な障がい程度の人が入所しており，地域での生活

が可能な障がい者については，入所施設から地域生活への移行が求められてい

ますが，一方で，入所施設の利用を希望する待機者が多数おり，入所したい方

がすぐに入れない状況となっています。 

さらに，特別支援学校卒業生が増加傾向にあり，日中活動系事業者の不足が

見込まれます。 

また，精神障がい者で，地域で生活が可能な方については，入院生活から地

域生活への移行が求められていますが，円滑な地域移行には至っていないのが

実情です。退院促進に向けては，地域で支えるコーディネーターの役割が重要

であり，地域生活の質の向上や権利擁護など，専門性の高い相談員による相談

支援体制が求められています。  

○施策の方向性 

グループホームなどの住まいの場と，ホームヘルプなどの訪問サービスにつ

いても充実を図ります。 

障がい者が地域で自立して生活していくため，サービス基盤の整備・充実・

質の向上に努め，地域生活への移行を促進します。このため，グループホーム，

ケアホームの一層の整備に努めるとともに，施設入所待機者の解消に向けた施

設整備など継続的に推進していくための検討を行います。 

増加する特別支援学校卒業生に対応できるよう，生活介護事業所などの施設

の充実に努めます。 

精神障がい者の退院促進に向けて、地域コーディネーターを担える相談支援

事業所を整備し、地域移行を促進します。 

また，常時医療的なケアが必要な身体障がい者や重度の知的障がい者，精神

障がい者など，地域で自立した生活が困難な障がい者のための施設入所支援や
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受診支援も，必要に応じて継続していきます。 

 

○ 主な事業 

□ 障がい者施設・事業所の整備 

□ 精神障がい者地域移行・地域定着支援事業 

□ 精神障害者地域生活支援施設補助金 

□ 地域活動支援センターへの支援（再掲） 

□ 居宅介護等給付費（ホームヘルプサービス）（再掲） 

□ 短期入所給付費（ショートステイ）（再掲） 

□ 共同生活介護・共同生活援助給付費（ケアホーム・グループホーム） 

（再掲） 

□ 生活介護給付費（再掲） 

□ 福祉ホームへの支援 

□ 障がい者福祉センター事業 

 

（5）地域生活を支える人づくり 

○現状と課題 

障がい者が住み慣れた地域で安心して生活を送るためには，お互いに理解し，

助け合うことのできるコミュニティが必要であり，人と人とのつながりをはぐ

くむことが大切です。また，関係機関や団体等と連携した施策の展開が一層求

められています。 

○施策の方向性 

地域生活支援事業などにより，在宅障がい者に対する福祉サービスの利用援

助や，社会生活力を高めるための支援を行い，障がい者やその家族の地域生活

を支援します。 

また，障がい者やその家族による当事者活動の支援を行い，地域社会での共

助の仕組みづくりを図っていきます。 

今後も社会福祉協議会や民生委員・児童委員などと連携し，ボランティアや

ＮＰＯ法人などの住民参加型在宅福祉サービス団体の活動を支援するとともに，

支援者・団体・サービス事業者のネットワークづくりをサポートします。 

当事者からの要望として，障がい者の理解のための講演会や講座の開催を望

む声が多くありました。このことから，各種教室・講座・研修などを継続して

実施し，病気や障がいについて正しい知識の普及啓発を図るとともに，人材の

育成などに努めていきます。 

○ 主な事業 

□ 精神障がい者デイケア 
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□ 精神障がい者家族教室 

□ 精神保健福祉ボランティア講座 

□ 精神保健福祉人材育成事業 

□ 老人精神保健福祉講演会 

□ 地域自立支援協議会の運営（再掲） 

 

（6）スポーツ・文化活動の振興および余暇活動の支援 

○現状と課題 

障がい者の社会参加を支援する観点から，障がい者大運動会を開催するとと

もに，全国障害者スポーツ大会への参加の支援に取り組んできました。平成23

年8月から施行された「スポーツ基本法」には，新たに障がい者スポーツに関す

る規定が設けられました。また，「障がい福祉施策への要望」のアンケート結

果で，「障がいと障がい者に対する理解の普及」が上位にきていることからも，

今後も，地域住民と一緒に文化・スポーツ活動をさらに推進していくことが必

要です。 

○施策の方向性 

障がい者の社会参加はもとより，健康づくりや生きがいづくりを促進するた

め，文化活動やスポーツ活動の機会を確保するとともに，より多くの障がい者

や地域住民が気軽に参加できるよう，活動事業の内容を工夫し広報していきま

す。 

また，障がい者のスポーツによる機能回復や体力維持を図るため，障がい者

スポーツ指導者を養成するとともに，スペシャルオリンピックスを含めた障が

い別のスポーツ活活動への支援を行います。 

さらに，日常生活を豊かなものにするためには，余暇を使って趣味を行うな

ど，様々なことに興味を持つことが必要であり，余暇活動を充実したものにす

るための支援を行います。 

○ 主な事業 

□ 福祉バスの運行 

□ 新潟市障がい者大運動会 

□ 障がい者スポーツ体制の充実 

□ 全国障害者スポーツ大会選手派遣事業 

□ 新潟県障害者スポーツ大会開催事業 

□ 全国障害者スポーツ大会選手強化事業 

□ 障がい者スポーツ全国大会参加激励金支給 

□ 障がい者福祉センター事業（再掲） 

□ 障がい者アート支援事業 
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（7）情報提供・コミュニケーション支援の充実 

○現状と課題 

これまで，手話通訳者の配置や手話奉仕員・要約筆記奉仕員の派遣事業のほ

か，市報にいがたの点字版や音声版（カセットテープ版・デイジー版・一般Ｃ

Ｄ版）を作成し，希望者に郵送する点字・声の広報や，広報テレビ番組に手話

通訳を付け，障がい者に必要な情報を提供し，コミュニケーション支援を実施

してきました。 

今後も，障がい者が地域で自立して生活していくためには，コミュニケーシ

ョン支援は一層必要です。 

○ 施策の方向性 

 障がい者が言語（手話を含む）その他の意思疎通のための手段についての選

択の機会が確保されるよう，また情報の取得や利用のための手段について選択

できる機会の拡大を図るよう努めます。 

コミュニケーション支援を必要とする障がい者に対して，手話奉仕員，要約

筆記奉仕員等の派遣や養成を行い，地域で障がい者を支える人材の養成ととも

にさらなるスキルアップを図っていきます。 

また，インターネット，携帯電話などのＩＴを活用した情報提供を積極的に

行うとともに，障がい者がパソコンなどのＩＴ機器を，気軽に利用できるよう

なサポート体制の整備を図ります。 

市のホームページについても，内容の充実はもちろん，高齢者や様々な障が

いがある利用者にも，利用にあたって不自由さを感じることのないユニバーサ

ルデザインに対応したページを作成していきます。 

○ 主な事業 

□ コミュニケーション支援事業 

□ 点訳推進事業 

□ 音声訳推進事業 

□ 手話奉仕員・要約筆記奉仕員養成事業 

□ 手話通訳者設置事業 

□ 福祉サービスガイドブックの発行 

□ 点字・声の広報 

□ 手話付き広報テレビ 

□ ホームページによる情報発信 

□ 障がい者福祉センター事業（再掲） 

 □ 障がい者ＩＴサポート事業 
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（8）権利擁護の推進 

○現状と課題 

地域で安心して自立した生活を送ることができるように，障がい者や家族の

権利擁護のため専門相談の実施や，成年後見制度の利用に係る費用を助成して

います。 

障がい者や家族が地域で安心して自立した生活をしていくためにも，一層の

権利擁護を推進していくことが必要です。 

○施策の方向性 

障がい者や家族の権利擁護のため専門相談の実施や，成年後見制度の利用に

係る費用を助成していますが，必要とする方が円滑に利用できるよう，「新潟

市における成年後見制度普及のためのアクションプラン」により制度の普及に

努めます。 

また，平成24年10月から「障害者虐待の防止，障害者の養護者に対する支援

等に関する法律」の施行にあわせ，市町村障がい者虐待防止センターを始めと

する虐待防止事業に取り組みます。 

障がい者がその人らしく地域で安心して自立した生活を送るため，障がい者

の権利を守るための事業の一層の充実を図るとともに，障がい者に対する差別

や虐待等に速やかに対応できる仕組みを検討します。 

また，各種福祉サービス提供者における苦情解決システムの徹底を図ります。 

○ 主な事業 

□ 成年後見制度利用支援事業 

□ 障がい者相談支援事業（再掲） 

□ 法律相談の実施 

 □ 日常生活自立支援事業 

 □ 障がい者虐待防止対策事業 
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2 保健・医療・福祉の充実 

障がい者の様々な疾患への早期対応や機能低下の防止のために，健康診査や

訪問指導，相談などの実施などに努めます。 

また，医療やリハビリテーションなどの経済的負担の軽減を図るとともに，

発達障がいなどの分野への施策の展開を推進します。 

 

（1）障がいの予防と早期の気づき・早期の支援 

○現状と課題 

子どもたちの成長・発達の確認と育児支援を目的として，乳児健康診査・１

歳６か月児健康診査・３歳児健康診査等を継続して実施し，あわせて障がいの

早期発見と相談支援に努めています。 

児童相談所や，新潟市発達障がい支援センター「ＪＯＩＮ（ジョイン）」，

はまぐみ小児療育センター，医療機関など関係機関との連携を行い早期発見に

努めるとともに，ことばの発達の相談支援を幼児ことばとこころの相談センタ

ーで，知的障がいのある就学前の児童に対する早期療育，保健指導等をひしの

み園で行っています。市民病院でも，発達相談などを行っています。 

また，こころの健康センター，区役所，地域保健福祉センターでは，精神疾

患や受診に関する相談に応じて訪問支援も実施しています。しかし，学齢期・

思春期に好発しやすい統合失調症は，初期の段階では疾患の見分けは難しく，

適切な医療につながりにくいのが現状です。 

障がい児の保護者からは，障がい発見後の専門的相談体制の充実を求める意

見もあり，各種相談，健康診査事業の更なる充実が必要です。 

成人に対しては，脳血管疾患等生活習慣病の悪化による機能低下を予防する

ため，各種の健康診査や保健指導を実施しています。 

○ 施策の方向性 

今後は，さらに早期発見・支援につなげるための乳幼児健康診査の充実と，

障がい発見後の専門的相談体制の充実および専門機関との連携を図っていくほ

か，保護者についても子どもの特性について理解できるような相談体制を整え

ていきます。 

あわせて，身近な地域での相談体制・ネットワークの整備を図り，また，生

活習慣病等の健康診査の周知・充実を図ります。 

また，学齢期における統合失調症などの支援について教育機関を中心に関係

機関と連携し，効果的な対応について検討します。 

○ 主な事業 

□ 乳幼児健康診査 
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□ 車いす身体障がい者健康診査事業 

□ 老人精神保健福祉講演会（再掲） 

□ 訪問指導事業 

□ 幼児ことばとこころの相談センターの運営 

□ 児童発達支援センターの運営 

□ 児童相談所相談・支援事業（再掲） 

□ 発達障がい支援センター事業（再掲） 

□ ひきこもり相談支援センター事業（再掲） 

□ 精神保健福祉相談事業（再掲） 
 

（2）医療およびリハビリテーションの充実 

○現状と課題 

医療面では，障がいを軽減するための「自立支援医療の給付」と，医療費の

一部を助成する「重度心身障がい者医療費助成」，「精神障がい者入院医療費

助成」など，経済的な負担軽減を図ってきました。 

また，障がい者の自立と社会参加を促すために，機能訓練事業を地域で実施

してきましたが，医療や介護保険のリハビリテーションサービスの普及に伴い，

事業参加者が減少しているため，事業のあり方を検討しています。 

○施策の方向性 

障がい者が安心して医療サービスを受けられるよう，医療費助成を引き続き

行うとともに，医療機関との連携・強化に努めます。 

歯科については，口腔保健福祉センターを中心として障がい者の診療を行い，

健診の重要性に鑑み，その体制の整備を図るとともに，福祉関係者に対し，口

腔内の健康の大切さを理解してもらえるよう，適切な情報の提供に努めていき

ます。 

適切なリハビリテーションが提供できる体制の整備を図り，障がい者の地域

社会への参加・参画を支援します。 

また，記憶，認知，言語，判断といった高次脳機能障がいがある人に対する

支援のあり方を検討し，その支援に努めます。 

○ 主な事業 

□ 機能訓練事業 

□ 障がい者要介護者等歯科保健事業（再掲） 

□ 療養介護給付費 

□ 重度心身障がい者医療費助成（再掲） 

□ 自立支援医療(更生医療)の給付（再掲） 

□ 自立支援医療(育成医療)の給付（再掲） 
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□ 自立支援医療(精神通院医療)の給付（再掲） 

□ 精神障がい者入院医療費助成事業（再掲） 

□ 小児慢性特定疾患治療研究事業 

□ 精神保健福祉調査研究事業 

□ 口腔保健福祉センター事業 

 

（3）精神保健と医療施策の推進 

○現状と課題 

精神障がい者数は，近年，増加の傾向にあります。市では，これまで精神障

がい者入院医療費助成や精神通院医療といった医療費にかかる経済的負担を軽

減し，治療の促進と福祉の向上を図ってきました。 

生活環境などの変化に伴い，自殺者の増加が社会的な問題となっています。

近年その対策が急がれており，精神科医療資源の確保や相談機能の充実・強化

など，社会的なニーズへの対応が大きな課題となっています。 

こうした中で，国が重点的に取り組むべきとして指定した従来の4種類の疾患

に精神疾患を加えて，あらたに「5大疾病」と位置づけられたことから，あらた

な対策も求められています。 

○ 施策の方向性 

精神障がいの予防や適切な精神科医療を推進するとともに，精神障がい者の

自立と社会復帰の促進のために，複雑困難な相談や調査研究などを行う精神保

健福祉に関する総合的技術センターとして，地域の中核的な施設となる「ここ

ろの健康センター」に精神保健福祉施策，自殺総合対策の部門を統合し機能を

強化しましたが，今後も区役所や精神科医療機関，また関係機関と連携に努め，

更なる推進体制を構築します。 

また，精神科救急医療対策として，これまで県と共同して休日と夜間におけ

る受診の機会を確保してきました。今後は，精神科救急情報センターの設置も

含めて救急医療の更なる充実について検討を行います。 

さらに，こころの健康推進のため保健師等への研修や，「うつ・ストレス」

に関する講座の開催，パンフレットの作成により正しい知識と理解の普及啓発

を図ります。 

 

○ 主な事業 

□ こころの健康センター（精神保健福祉センター）の運営（再掲） 

□ 精神科救急医療体制の確保 

□ 精神保健福祉相談事業（再掲） 

□ 精神障がい者ケアマネジメント（再掲） 
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□ こころの健康推進事業（再掲） 

□ 精神保健福祉調査研究事業（再掲） 

□ 自立支援医療(精神通院医療)の給付（再掲） 

□ 精神障がい者入院医療費助成事業（再掲） 
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3 雇用促進と就労支援 

障がい者が自立した生活を送られるよう，就労についての支援のほか，就労

に向けた生活支援や授産指導などを行う施設や就労の機会の提供など，障がい

の状態に合わせた支援を行います。 

また，障がい者の雇用に対する国・県・市の助成制度の周知や，事業主への

雇用促進の啓発を進めるとともに，関係機関との連携を強化します。 

 

（1）雇用促進と一般就労の支援 

○現状と課題 

障がい者雇用については，「障害者の雇用の促進等に関する法律」に雇用率

の定めがあり，民間企業では1.8％，国・県・市では2.1％の障がい者雇用が義

務づけられています。しかし，障がい者雇用の現状は，新潟市内の各ハローワ

ーク管内では，平成22年度県平均の1.57％と比較しても低い状況となっていま

す。また，障がい者の就職状況について見てみると，平成22年度県平均の就職

率が52.2％と5割を超えています。 

このような状況を受け，市では国の助成期間が終了した後に，引き続き障が

い者雇用奨励助成金を交付することにより障がい者の職場定着を図っています。 

あわせて，雇用促進と雇用の安定を図るため，障がい者職業アドバイザーが

事業所を訪問し，事業主と障がい者へのアドバイスを行うとともに，電話や来

所による相談を行っていますが他機関でも相談窓口を設けており，他機関との

差別化や連携などについて検討が必要となっています。 

さらに，障がい者多数雇用事業者優遇制度を平成20年度から実施し，あらか

じめ登録された新潟市内の障がい者多数雇用事業所から，市が物品や役務を調

達し，雇用の促進・安定を進めています。 

このような取り組みを進めていますが，就学中の障がい児を持つ保護者から

は，依然として卒業後の進路についての不安な声があり，また，就職を希望し

ている障がい者の就労先も少ないことから，雇用の促進や就労の支援を一層充

実強化していく必要があります。 

○施策の方向性 

今後も，国・県や関係機関との連携を強化しながら，一人ひとりの障がい特

性に応じた支援を行えるよう，障がい者雇用の促進と就労支援に関する施策を

進めていきます。 

市・ハローワーク・商工会議所・賛同事業所により構成される「雇用促進協

議会」と連携して，一人でも多くの障がい者が雇用され，安定した雇用につな

がるよう，事業主への啓発に努めるとともに，障がい者の就労に関する相談の
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機会を設け，障がい者就業・生活支援センターでも，障がい者の就業や，職業

生活などについての総合的な支援を行います。 

障害者自立支援法による就労支援事業や，障がい特性に応じた職業訓練によ

り，就労機会の拡大を図ります。事業者に対する障がい特性への理解を進める

とともに，障がい者の働く意欲の向上を支援し，障がい者の職場への定着や雇

用の拡大，在宅就業障がい者への支援に努めるとともに，就労前の準備や就労

後の定着を支援するジョブコーチ（職場適応援助者）の活用を図るなど，支援

体制を整備します。 

また，一般就労と福祉的就労の中間的な就労の場としての「社会的雇用」を

始めとした先進的取り組みについては，事業所の要件や効果の検証などを考慮

し，検討していきます。 

さらに，障害者雇用促進プロジェクト，障害者雇用推進フォーラム，関係機

関就職対策連絡会議などで労働関係機関や教育機関等との連携を強化するほか，

障がい者を雇用している企業からの製品の買い入れや役務の提供を，市が率先

して活用します。 

○ 主な事業 

□ 就労移行支援給付費 

□ 障がい者雇用奨励助成金の交付 

□ 障がい者職業アドバイザーの配置 

□ 障がい者多数雇用事業者優遇制度 

□ 自動車運転免許取得費助成事業（再掲） 

 □ 障がい者ＩＴサポート事業（再掲） 

 

（2）福祉施設等への就労の支援 

○現状と課題 

本市では，これまで小規模作業所，地域活動支援センターへの運営費補助や，

授産施設の整備を行ってきました。こうした施設では，企業での就労が難しい

障がい者の就労の場としての機能とともに，日常的な相談支援や仲間づくりの

支援，社会経験の場づくりなど，様々な機能を果たしており，地域生活支援の

貴重な資源の一つとなっています。 

しかし，多くの小規模作業所，地域活動支援センターでは商品開発や製作能

力，販路に限界があり，また，当事者・関係者による経営が中心であることか

ら，そこで支払われる工賃は低額で，施設の経営も厳しい状況です。 

平成18年9月にオープンした「まちなかほっとショップ」では，障がい者が作

った製品や作品の販売支援を行っています。 

今後は，商品開発力の向上，共同受注等による工賃の増額のための取り組み
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の支援が必要です。 

○施策の方向性 

今後も授産製品や請負業務などを市民にＰＲして販路拡大を図るとともに，

施設のネットワーク化による共同受注の検討など工賃を増額するための方策に

ついて検討を進めます。 

障がい者施設や障がい者を雇用している企業からの製品の買い入れや役務の

提供を，市が率先して活用します。 

また，企業への就職が難しい障がい者の身近な就労・創作活動などの場とし

て，地域活動支援センター等の整備を促進しながら，地域活動支援センターの

障がい福祉サービスへの移行支援も行います。 

○ 主な事業 

□ 授産製品の展示販売の支援 

□ 就労継続支援給付費 

□ 障がい者施設・事業所の整備（再掲） 

□ 地域活動支援センターへの支援（再掲） 
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4 療育・教育の充実 

障がいのある子どもに対する早期療育や教育に努めるとともに，能力や適性

等に応じた適切な支援体制の充実を図ります。 

 

（1）就学前療育の充実 

○現状と課題 

就学前の児童には，療育を通じて心身の発達を促すとともに，将来の学校生

活のための基礎づくりを行っています。保護者への相談体制を整備し，障がい

のある子どもや発達が気になる子どもの子育てへの不安を軽減しています。 

保育所では，障がいの有無にかかわらず，集団保育を行うことで，児童の心

身の発達を促し，社会生活に必要な基礎的能力を養成することに努めています。 

また，保護者からは，療育・保育に関する情報の充実が望まれています。 

○施策の方向性 

障がい児が，身近な場所においてより良い専門的療育が受けられるよう，療

育支援体制の整備について検討を進め，発達障がい支援センター，児童発達支

援センター，幼児ことばとこころの相談センターなど療育体制の整備・充実を

図ります。 

研修による保育所職員の能力向上や保育所への専門相談員の派遣などにより

療育体制の充実を図ります。 

また，市内すべての保育園で障がい児の受け入れを行います。 

なお，発達障がい者支援体制整備検討委員会において，今後の療育支援体制

を検討し，その充実に努めます。 

○ 主な事業 

□ 発達障がい支援センター事業（再掲） 

□ 児童発達支援センターの運営 

 

（2）学校教育の充実 

○現状と課題 

障がいのある子どもの自立と社会参加を目指して，障がい特性に応じたきめ

細かな教育の充実を図っています。しかしながら，保護者からは，個々の障が

い児に対する指導・支援の仕方が心配，教育に関する情報が少ない，学校終了

後の進路が不安など，教育に関する指導や内容，その後の進路に関する情報の

提供を求める要望があります。 

あわせて，就学や進学および就労など，環境等が変わる際には，障がい児の

保護者も加わり，情報の受け渡しや共有化が行われることが必要という要望が
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あります。 

また，児童・生徒の個々のニーズや特性に応じた教育の場の整備および，個

別課題解決のためのきめ細かな把握と指導の充実，さらに，指導にあたる教職

員の理解の促進と協力体制の構築ならびに，指導力の向上が必要です。 

○施策の方向性 

個々の児童・生徒のニーズに応じた特別支援教育を進め，特別支援学校や特

別支援学級等の適正な配置や相談体制の整備を含めて，よりよいあり方を検討

します。また，児童・生徒の学習環境を充実させる観点から，教室の改修や備

品の整備も図っていきます。 

通常の学級に在籍する，支援や配慮を必要とする児童・生徒について，教職

員の早期の気付きや適切な理解を深めるために，特別支援教育コーディネータ

ーを核として，校内に設置している校内委員会の機能の充実を図っていきます。

また，校内委員会の中心となる特別支援教育コーディネーターに対して，指導

力の向上を図るために研修内容の工夫を図ります。 

 さらに，通常の学級や特別支援学級に在籍する，配慮や支援が必要な児童生

徒に対する人的な支援として特別支援教育ボランティアをニーズに応じて配置

をしていきます。 

 個別指導の充実については，障がい等がある児童・生徒だけでなく，通常学

級に在籍する支援や配慮の必要な児童・生徒も，各学校で「個別の指導計画」

を作成し，一人ひとりの特性やニーズに応じた指導・支援に取り組むように努

めます。 

就学や進学および就労など将来の方向性について，保護者と一緒に考え，進

めていきます。 

今後も，「入学支援ファイル」や「個別の指導計画」，「個別の教育支援計画」

をもとに学校や関係機関への情報の共有化に努めるとともに，それらの作成率

の向上に努め，次の段階に必要な支援や配慮が適切に繋がるように努めていき

ます。 

また，教職員の理解促進や指導力の向上のため，教職員のニーズを把握しな

がら，総合教育センターや特別支援教育サポートセンターで開催している特別

支援教育に関する研修会の内容の充実に努めていきます。 

○ 主な事業 

□ 特別支援教育サポートネットワーク事業 

□ 特別支援教育校内委員会ステップアップ研修 

□ 特別支援教育に関する各種研修 

□ 特別支援ボランティアシステム 
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（3）放課後等活動の充実 

○現状と課題 

障がいのある児童・生徒に対して，特別支援学校等の放課後や長期休暇時に

おける支援として，障がい児放課後支援事業を実施しています。これは専門の

介助員を配置し，放課後活動の場を提供することで，子どもたちの健全な育成

を図るとともに，保護者の介護による疲労回復や社会参加の促進を支援するも

のです。 

しかし，特別支援学校の児童・生徒のほか，地域の特別支援学級の児童の利

用ニーズが高まっており，活動する場を今まで以上に確保する必要があります。 

○ 施策の方向性 

障がいのある児童・生徒が，特別支援学校等の放課後に活動する場の確保に

努め，子どもたちの健全育成を支援するとともに，保護者や家族の就労支援や

負担軽減を図るため，障がい児放課後支援事業を継続して実施していきます。 

障がい児放課後支援事業は，年々，利用希望者が増加しているため，特に長

期休暇中の会場数を増やすなど受け入れの拡大を進めます。 

また，福祉施設などにおける日中一時支援事業，放課後等デイサービス事業

の活用や，ひまわりクラブでの障がい児の受入れなど，より身近な地域での放

課後等活動の充実を図ります。 

○ 主な事業 

□ 障がい児放課後支援事業 

□ 日中一時支援事業（再掲） 

□ 放課後等デイサービス事業 
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5 生活環境の整備 

快適な在宅生活を支援するため，住宅リフォーム費用の助成や住宅整備資金

融資のほか，居住支援の充実など，生活環境の整備に向けた取り組みを進めま

す。 

 

（1）住宅環境の整備 

○現状と課題 

障がい者が快適な日常生活を送ることができるためには，阻害している社会

環境要因を軽減したり取り除くための支援が必要となります。 

本市では，障がい者やその同居家族に対し，住宅環境を改善するため，障が

い者の専用居室等の新・増築，改築，改造，購入のために障がい者住宅整備資

金融資を行っています。また，在宅の重度障がい者がいる世帯に対し，障がい

者の住居に適するように改造するために障がい者向け住宅リフォーム助成事業

を実施しています。 

これからも，さらに住宅のバリアフリー化や多様な住まいの確保等への支援

が必要です。 

○ 施策の方向性 

障がい者の生活の場を確保するため，各種事業を展開し，誰もが生活しやす

い住宅の提供の促進を図るとともに，住宅に困窮する低所得の障がい者に配慮

するため，市営住宅の建て替えに際しては，障がい者向け住宅として整備する

ほか，ユニバーサルデザイン化を図ります。 

また，各種制度のより一層の周知を進めるほか，民間事業者とも協力・連携

しながら，身近な地域における障がい者の住居の確保を支援していきます。 

○ 主な事業 

□ 障がい者住宅整備資金融資 

□ 障がい者向け住宅リフォーム助成事業 

□ 市営住宅のユニバーサルデザイン化・障がい者向け住戸の整備 

□ 障がい者が自立し安心して暮らせる住宅環境の創出 

□ 居住サポート事業（再掲） 

 

（2）安心・安全なまちづくりの推進 

○現状と課題 

障がい者の日常生活や社会参加を支援するため，交通機関や歩道・建物のバ

リアフリー化を進める必要があります。バリアフリー新法（「高齢者，障害者

等の移動等の円滑化の促進に関する法律」）および「新潟市交通バリアフリー
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基本構想」に基づき，駅，道路，信号機等のバリアフリー化を各事業者・管理

者へ働きかけ，一体的に進めるとともに，さらに交通事業者が管理する施設へ

のバリアフリー化を支援しています。 

今後は，障がい者や高齢者を含めたすべての人が建物，道路，公園，交通機

関などを自由に利用できるまちづくりを進める必要があります。 

○施策の方向性 

従来実施してきた事業を確実に進めるとともに，道路や建物，交通機関等の

ハード面のバリアだけでなく，市民の心（ソフト）のバリアを取り除くため，

市民や民間企業の意識の向上を図り，また理解や協力を得られるよう福祉のま

ちづくり推進事業を展開していきます。 

○ 主な事業 

□ 人にやさしい歩道整備事業 

□ 交通バリアフリー推進事業 

□ 福祉のまちづくり推進事業 

 

（3）防災対策および災害時支援体制の整備 

○現状と課題 

安全な日常生活を送ることができるよう，障がい者あんしん連絡システムに

より，一人暮らしの重度身体障がい者の日常生活の安全を確保するため，緊急

通報装置を設置し，24時間体制で，緊急時の対応やサービス提供機関への連絡

調整を行っています。 

また，防災の面では消防局と連携し，災害発生時の安全確保を図るため，重

度の障がい者や寝たきりの高齢者のうち，避難することが困難と思われる人の

情報を，消防局の「消防情報緊急システム」に登録して，適切な消防救助活動

に役立てています。 

しかし，障がい者の多くが災害時での救助者として同居の家族を一義的な救

助者として考えているとはいえ，近年の地震や大雨などの被害を見ても，地域

での助け合いやその仕組み作りが重要となっています。 

○施策の方向性 

高齢者や障がい者，難病患者等，災害時に自力で避難できない人や避難に時

間を要する人で，家族などの援護が望めない人などを対象に，迅速，的確な援

護体制をとるために，災害時要援護者登録名簿を作成・更新し，地域の自主防

災組織や民生委員や児童委員，介護等サービス提供事業者などに配付します。 

これにより，災害時における共助の仕組みづくりを行うとともに，常日頃か

ら地域でお互いに助け合おうとする意識の醸成を図り，自主防災組織や協力自

治会による要援護者避難支援計画の作成を支援します。 
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また，当事者や障がい者施設などへの防災情報の提供に努めます。 

大規模災害により，避難所が開設された場合には，障がい者が安心して避難

生活を続けられるよう，障がいの特性に応じたきめ細かい支援を行う福祉避難

所の指定を進め，障がい特性に応じた情報提供などを行うとともに，必要な福

祉用具等にも速やかに対応するよう努めます。 

また，被災生活の長期化にともない必要となる相談支援体制についても，関

係機関や福祉施設などとの連携を図りながら，整備を行います。 

○ 主な事業 

□ 災害時要援護者対策事業 

□ にいがた防災メールの配信 

 □ 福祉避難所指定と災害時支援体制の整備 

 □ 身体障がい者あんしん連絡システム事業（再掲） 
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6 啓発・広報活動の推進 

障がいのある人が社会の一員として，地域の中で共に生活するため，地域や

学校において啓発を進めます。 

 

（1）障がいと障がい者に対する理解の普及 

○現状と課題 

障がい者がその人らしく地域で安心・安全に暮らせるためには，障がいの有

無にかかわらず，全ての市民がお互いを尊重し合い，助け合い，あらゆる差別

のない共生社会を実現することが重要です。しかしながら，いまだ，社会全体

には障がいや障がい者に対する偏見や誤解がみられ，障がい者が差別を受けた

り，不快な思いをしているケースがあります。 

障がい者が地域で暮らしていくためには，地域生活や社会参加において，周

囲の人たちが，障がいや障がい者に対する理解を深め，また理解を広めること

が必要です。 

○施策の方向性 

様々な普及・啓発事業を通じて，障がいや障がい者に対する正しい理解の促

進に努めていますが，周囲の理解がさらに得られるよう，毎年12月の障害者週

間や4月2日の世界自閉症啓発デーなど機会を捉えて,それぞれの障がい特性に

応じた啓発活動を行います。 

学校教育においても，副読本の活用により早い時期から障がいや障がい者に

対する理解が深まるよう引き続き啓発を行っていきます。 

啓発活動を通じて，障がいの有無，年齢や性別にかかわらず，あらゆる人に

とって住みよい社会となるようユニバーサルデザインの考え方を進めます。 

○ 主な事業 

□ 福祉のまちづくり推進事業（再掲） 

□ 精神障がい者社会適応訓練にかわる新規国モデル事業 

□ こころの健康推進事業（再掲） 

□ 老人精神保健福祉講演会（再掲） 

□ 夏休みボランティア体験学習 

□ 市民健康福祉まつり 

 

（2）福祉教育の推進 

○現状と課題 

本市では，これまで，学校教育等を通じて，障がいに対する正しい理解や助

け合いの心を広めるための福祉教育を進めてきましたが，まだ十分理解されて
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いない場合もあり，早い時期から理解を広めることが必要です。 

そのために，障がい児（者）とのふれあいの場や，子どもたちが学ぶ機会を

増やしていく必要があります。 

○施策の方向性 

幼稚園，保育園，学校教育等を通じて，障がいや障がい児（者）に対する理

解を広め，共に安心して暮らしていける社会を目指していきます。子どもたち

が同じ社会の構成員として，お互いの人格や個性を尊重し合える心をはぐくむ

よう，家庭，地域，福祉施設と学校などがともに連携して，障がい児（者）と

の触れ合いの場や，子どもたちが学ぶ機会，体験する場を増やしていきます。 

小・中学校では，障がいのある子どもの理解を深め，障がいの有無に関わら

ず，共に学んだり体験したりする交流学習を積極的に進めます。 

障がいや障がい児（者）の理解を図るために，総合的な学習の時間を活用し，

障がいのある方を招いて話を聞く，実際に体験（点字や車いす等）をする，障

がい児（者）の施設を訪問して一緒に活動するなどの学習にも取り組んでいき

ます。 

また，福祉に関する理念や現状などを，分かりやすく解説した福祉副読本を

引き続き作成し，児童・生徒に配布します。授業での活用により，今後とも学

校での啓発に努めます。 

○ 主な事業 

□ 「福祉副読本」の作成 

 

（3）ボランティア活動の支援・推進 

○現状と課題 

本市では，ボランティアグループなどが活発に市民活動を展開しており，障

がい者の施設や地域での生活を積極的に支援しています。市社会福祉協議会の

ボランティアセンターでは，ボランティア活動を推進する人材を育成するとと

もに，学校，企業，団体などが実施するボランティア講座へ講師を派遣するほ

か，各種ボランティア講座を市民に身近な各区で開催し，情報提供を行うこと

で，ボランティア活動を支援しています。 

今後も，より身近な場所でボランティア活動を行う人と，障がい者との交流

やボランティア活動の場が必要です。 

○ 施策の方向性 

ボランティアセンターや市民活動支援センターと連携して，より身近なとこ

ろで情報提供ができる場所を確保し，ボランティアを行ってみたい市民のため

に，参加の機会を増やし，情報提供を行います。 

高校・専門学校・短大・大学生を対象に，夏休みを利用したボランティア活
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動の体験学習を実施していますが，近年小学生・中学生の参加希望もあること

から，さらに早い段階からのお互いを認め合うことの大切さを学んでいただく

ための工夫をしていきます。 

ボランティア活動を行って地域で障がい者を支えたい市民に，手話や点字，

要約筆記，ガイドヘルプ等を知ることや学んだりすることの機会を増やすなど，

ボランティア活動を推進する人材の育成に努めていきます。また，従来不足し

ている精神保健福祉ボランティアの育成にも努めていきます。 

○ 主な事業 

□ 精神保健福祉ボランティア講座（再掲） 

□ 精神保健福祉人材育成事業（再掲） 

□ 夏休みボランティア体験学習（再掲） 
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第 3部 計画の推進に向けて 

 

1 庁内の協力体制 

障がい者計画は，障がいの有無にかかわらず，お互い支え合い，安心して共

に暮らせる地域社会を目指す総合的な計画です。庁内の関係部局が連携して，

障がい者のニーズに応えられるよう協力体制を築いていきます。 

 

2 当事者団体，民間事業者，ボランティア団体との協力 

障がい者の地域生活を支援していく上で，当事者団体，地域の民間事業者，

ボランティア団体は重要な役割を担っており，行政も含めてそれぞれが不可分

の存在となっています。施策を進めるにあたり，当事者団体，民間事業者，ボ

ランティア団体および学識経験者等と連携を十分図ります。 

 

3 計画の推進 

計画の推進については，関係機関とのネットワークを構築し，相談支援事業

者などを加えた地域自立支援協議会などで，計画の具体化に向けた調整や協議

を行うとともに，新潟市障がい者施策審議会（仮称）において，総合的かつ計

画的な推進について，必要な事項の調査審議を行い，その施策の実施状況につ

いて監視します。 

 また，障がい者その他の関係者の意見を聴き，その意見を尊重し，各種障が

い者施策に反映させていきます。 

 

○ 主な事業 

□ 地域自立支援協議会の運営（再掲） 

□ 新潟市障がい者施策審議会（仮称）の運営 
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概
要

参
考

資
料

：
主

な
事

業
の

計
画

1　
地

域
生

活
の

支
援

(1
)相

談
支

援
体

制
の

充
実

＊
各

事
業

の
実

施
予

定
年

度
を

記
載

し
て

お
り

ま
す

が
，

予
算

措
置

等
に

よ
っ

て
，

実
施

年
度

が
変

更
に

な
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。 2
4

2
5

2
6

障
が

い
者

相
談

支
援

事
業

障
が

い
福

祉
課

拡
充

在
宅

の
障

が
い

者
お

よ
び

そ
の

家
族

に
対

し
て

，
各

種
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

援
助

や
情

報
提

供
等

を
総

合
的

に
行

い
，

障
が

い
者

の
自

立
と

社
会

参
加

の
促

進
を

図
る

。
さ

ら
に

，
4
区

に
障

が
い

児
支

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
を

配
置

す
る

こ
と

に
よ

り
，

乳
幼

児
期

に
お

け
る

早
期

の
支

援
体

制
を

確
立

し
，

保
護

者
の

負
担

や
不

安
の

軽
減

を
図

り
，

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
に

応
じ

た
継

続
的

な
支

援
を

実
現

す
る

。

●
●

●

障
が

い
者

相
談

員
設

置
障

が
い

福
祉

課
継

続
各

地
域

の
相

談
員

・ピ
ア

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

等
を

通
じ

て
，

障
が

い
者

や
そ

の
家

族
に

各
種

情
報

の
提

供
お

よ
び

適
切

な
支

援
等

を
行

い
，

福
祉

の
向

上
を

図
る

。
●

●
●

障
が

い
児

（者
）地

域
療

育
等

支
援

事
業

障
が

い
福

祉
課

拡
充

在
宅

の
重

症
心

身
障

が
い

児
(者

），
知

的
障

害
児

（者
），

身
体

障
が

い
児

の
地

域
に

お
け

る
生

活
を

支
え

る
た

め
，

各
種

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
援

助
，

調
整

等
を

行
う

こ
と

に
よ

り
，

地
域

の
在

宅
障

が
い

児
（者

）お
よ

び
そ

の
家

族
の

福
祉

の
向

上
を

図
る

。
現

在
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

を
統

括
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
に

格
上

げ
し

，
４

区
に

配
置

し
た

障
が

い
児

支
援

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

へ
の

助
言

と
連

絡
調

整
を

行
う

。

●
●

●

精
神

保
健

福
祉

相
談

事
業

こ
こ

ろ
の

健
康

セ
ン

タ
ー

継
続

精
神

障
が

い
者

お
よ

び
そ

の
家

族
な

ど
の

，
精

神
疾

患
や

ス
ト

レ
ス

な
ど

に
よ

る
様

々
な

精
神

的
不

安
，

不
適

応
状

態
な

ど
に

関
す

る
相

談
を

行
う

。
ま

た
，

必
要

に
よ

り
，

家
庭

へ
の

訪
問

指
導

を
行

う
。

●
●

●

精
神

障
が

い
者

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

こ
こ

ろ
の

健
康

セ
ン

タ
ー

継
続

精
神

障
が

い
者

の
地

域
で

の
日

常
生

活
支

援
の

た
め

，
精

神
障

が
い

者
関

連
事

業
や

施
設

の
利

用
な

ど
を

有
機

的
に

結
合

し
，

自
立

と
社

会
参

加
の

促
進

を
図

る
た

め
，

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
実

施
す

る
。

●
●

●

こ
こ

ろ
の

健
康

推
進

事
業

こ
こ

ろ
の

健
康

セ
ン

タ
ー

拡
充

臨
床

心
理

士
等

に
よ

る
う

つ
・ス

ト
レ

ス
相

談
や

，
う

つ
・ス

ト
レ

ス
に

関
す

る
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

セ
ミ

ナ
ー

，
関

係
職

員
研

修
，

普
及

啓
発

等
を

行
い

，
市

民
の

こ
こ

ろ
の

健
康

の
増

進
を

図
る

。
ま

た
，

自
殺

対
策

の
研

修
会

や
講

演
会

を
実

施
す

る
。

●
●

●

居
住

サ
ポ

ー
ト

事
業

障
が

い
福

祉
課

継
続

障
が

い
者

が
地

域
で

自
立

し
た

生
活

を
送

る
た

め
，

相
談

や
情

報
提

供
な

ど
，

障
が

い
者

の
居

住
の

確
保

に
必

要
な

支
援

を
行

う
。

●
●

●

地
域

活
動

支
援

セ
ン

タ
ー

へ
の

支
援

障
が

い
福

祉
課

継
続

障
が

い
者

が
地

域
で

活
動

で
き

る
場

，
ま

た
，

身
近

な
地

域
の

相
談

窓
口

と
し

て
，

地
域

活
動

支
援

セ
ン

タ
ー

事
業

を
実

施
し

，
障

が
い

者
の

地
域

生
活

支
援

の
促

進
を

図
る

。
●

●
●

地
域

自
立

支
援

協
議

会
の

運
営

障
が

い
福

祉
課

拡
充

地
域

の
障

が
い

福
祉

に
関

す
る

関
係

機
関

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
や

，
困

難
事

例
へ

の
対

応
に

つ
い

て
定

期
的

な
協

議
を

行
う

。
平

成
22

年
度

よ
り

，
東

西
連

絡
調

整
会

議
を

廃
止

し
，

区
自

立
支

援
協

議
会

お
よ

び
運

営
事

務
局

会
議

を
設

置
す

る
こ

と
に

よ
り

体
制

の
強

化
を

行
っ

て
い

る
。

●
●

●

事
業

ま
た

は
施

策
の

概
要

実
施

予
定

年
度

新
・継

・拡
事

業
・施

策
名

担
当

課
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第
２

次
新

潟
市

障
が

い
者

計
画

素
案

　
主

な
事

業
の

概
要

身
体

障
が

い
者

更
生

相
談

所
の

運
営

身
体

障
が

い
者

更
生

相
談

所
継

続
身

体
障

が
い

者
に

関
す

る
専

門
的

な
相

談
や

，
更

生
医

療
・補

装
具

に
つ

い
て

の
判

定
な

ど
を

行
う

「新
潟

市
身

体
障

が
い

者
更

生
相

談
所

」の
事

業
運

営
を

行
う

。
●

●
●

知
的

障
が

い
者

更
生

相
談

所
の

運
営

知
的

障
が

い
者

更
生

相
談

所
継

続
知

的
障

が
い

者
に

関
す

る
専

門
的

な
相

談
や

，
医

学
的

・心
理

学
的

な
判

定
な

ど
を

行
う

「新
潟

市
知

的
障

が
い

者
更

生
相

談
所

」の
事

業
運

営
を

行
う

。
●

●
●

こ
こ

ろ
の

健
康

セ
ン

タ
ー

（精
神

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

）の
運

営
こ

こ
ろ

の
健

康
セ

ン
タ

ー
拡

充

精
神

保
健

福
祉

に
関

す
る

中
核

機
関

と
し

て
，

相
談

，
研

修
・教

育
，

研
究

等
を

行
う

「こ
こ

ろ
の

健
康

セ
ン

タ
ー

の
事

業
運

営
を

行
う

。
Ｈ

23
年

度
よ

り
，

自
殺

総
合

対
策

を
担

う
い

の
ち

の
支

援
室

を
新

設
す

る
と

と
も

に
，

障
が

い
福

祉
課

よ
り

精
神

保
健

福
祉

室
を

移
管

し
，

精
神

保
健

福
祉

に
関

す
る

の
総

合
的

な
機

関
と

し
て

，
体

制
を

強
化

し
て

い
る

。

●
●

●

発
達

障
が

い
者

支
援

セ
ン

タ
ー

事
業

障
が

い
福

祉
課

継
続

発
達

障
が

い
者

に
対

し
て

は
，

早
期

発
見

，
早

期
の

発
達

支
援

を
行

う
と

と
も

に
，

生
涯

に
わ

た
っ

て
の

支
援

が
必

要
と

な
る

た
め

，
そ

の
中

核
と

な
る

発
達

障
が

い
支

援
セ

ン
タ

ー
の

運
営

を
行

う
。

●
●

●

ひ
き

こ
も

り
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
事

業
こ

こ
ろ

の
健

康
セ

ン
タ

ー
継

続
ひ

き
こ

も
り

の
長

期
化

を
防

ぐ
た

め
，

総
合

的
な

窓
口

を
設

置
し

，
ひ

き
こ

も
り

の
支

援
を

促
進

す
る

。
●

●
●

幼
児

こ
と

ば
と

こ
こ

ろ
の

相
談

セ
ン

タ
ー

・心
身

障
が

い
児

療
育

専
門

相
談

障
が

い
福

祉
課

継
続

こ
と

ば
や

こ
こ

ろ
の

発
達

に
障

が
い

の
あ

る
幼

児
の

相
談

に
応

じ
，

必
要

な
助

言
お

よ
び

訓
練

を
行

う
。

ま
た

，
専

門
指

導
ス

タ
ッ

フ
に

よ
る

高
度

な
医

療
的

，
臨

床
心

理
的

助
言

・指
導

を
行

う
。

●
●

●

こ
ど

も
発

達
相

談
事

業
障

が
い

福
祉

課
継

続

　
就

学
前

の
子

ど
も

の
こ

と
ば

が
遅

い
，

特
定

の
発

音
を

誤
る

な
ど

の
こ

と
ば

の
問

題
，

幼
稚

園
・保

育
園

の
集

団
に

上
手

く
適

応
で

き
な

い
な

ど
の

相
談

に
応

じ
，

必
要

な
指

導
お

よ
び

訓
練

を
専

門
指

導
ス

タ
ッ

フ
に

よ
る

高
度

な
医

療
的

，
臨

床
心

理
的

助
言

・指
導

を
実

施
す

る
。

　
ま

た
，

各
地

区
(区

ご
と

を
予

定
)に

お
け

る
特

徴
あ

る
療

育
相

談
・指

導
を

展
開

す
る

こ
と

で
，

さ
ま

ざ
ま

な
療

育
支

援
の

場
を

提
供

し
，

こ
と

ば
や

こ
こ

ろ
の

発
達

障
が

い
に

対
す

る
多

様
な

療
育

支
援

を
実

施
す

る
。

●
●

●

難
病

患
者

へ
の

訪
問

指
導

保
健

管
理

課
継

続
難

病
患

者
や

家
族

が
，

地
域

で
よ

り
良

い
療

養
生

活
を

送
る

た
め

に
，

保
健

師
・看

護
師

に
よ

る
，

在
宅

難
病

患
者

に
対

す
る

訪
問

指
導

を
実

施
す

る
。

●
●

●

児
童

相
談

所
相

談
・支

援
事

業
児

童
相

談
所

継
続

政
令

指
定

都
市

に
必

置
で

あ
る

児
童

相
談

所
を

運
営

す
る

こ
と

に
よ

り
，

専
門

的
な

相
談

・判
定

機
関

と
し

て
，

障
が

い
児

の
支

援
を

行
う

。
●

●
●
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第
２

次
新

潟
市

障
が

い
者

計
画

素
案

　
主

な
事

業
の

概
要

(2
)在

宅
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

2
4

2
5

2
6

居
宅

介
護

等
給

付
費

（
ホ

ー
ム

ヘ
ル

プ
サ

ー
ビ

ス
）

障
が

い
福

祉
課

継
続

在
宅

で
の

支
援

が
必

要
な

障
が

い
者

に
対

し
，

入
浴

，
排

せ
つ

，
食

事
の

介
護

等
を

行
う

。
平

成
23

年
10

月
よ

り
，

視
覚

障
が

い
者

の
移

動
を

支
援

す
る

同
行

援
護

を
創

設
。

●
●

●

短
期

入
所

給
付

費
（
シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

）
障

が
い

福
祉

課
継

続
介

護
者

の
病

気
等

に
よ

り
，

障
が

い
者

が
在

宅
で

の
生

活
が

一
時

的
に

困
難

に
な

っ
た

と
き

に
，

そ
の

期
間

施
設

に
入

所
し

，
入

浴
，

排
せ

つ
，

食
事

等
の

介
護

を
受

け
る

。
●

●
●

共
同

生
活

介
護

・共
同

生
活

援
助

給
付

費
（ケ

ア
ホ

ー
ム

・グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
）

障
が

い
福

祉
課

継
続

障
が

い
者

が
，

地
域

で
自

立
し

た
生

活
を

送
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

，
共

同
生

活
の

場
を

提
供

し
，

世
話

人
等

に
よ

る
必

要
な

介
護

お
よ

び
支

援
等

を
行

う
。

平
成

23
年

10
月

よ
り

，
国

の
家

賃
助

成
制

度
開

始
。

●
●

●

生
活

介
護

給
付

費
障

が
い

福
祉

課
継

続
常

に
介

護
を

必
要

と
す

る
障

が
い

者
に

対
し

，
昼

間
，

入
浴

・排
せ

つ
・食

事
の

介
護

等
を

行
う

と
と

も
に

，
創

作
的

活
動

ま
た

は
生

産
活

動
の

機
会

を
提

供
す

る
。

●
●

●

移
動

支
援

事
業

障
が

い
福

祉
課

拡
充

社
会

生
活

上
，

必
要

不
可

欠
な

外
出

お
よ

び
余

暇
活

動
等

の
社

会
参

加
の

た
め

の
外

出
の

際
の

移
動

を
支

援
す

る
。

移
動

支
援

部
会

の
報

告
を

受
け

，
平

成
22

年
度

よ
り

や
む

を
得

な
い

場
合

は
通

学
・

通
所

の
場

合
に

つ
い

て
も

利
用

で
き

る
よ

う
に

し
た

り
，

一
泊

以
上

の
旅

行
に

も
利

用
で

き
る

よ
う

に
す

る
な

ど
の

改
正

を
行

っ
て

い
る

。

●
●

●

日
中

一
時

支
援

事
業

障
が

い
福

祉
課

継
続

介
護

者
が

病
気

や
介

護
疲

れ
等

の
理

由
で

障
が

い
者

を
日

中
の

み
施

設
に

預
け

，
食

事
等

の
介

護
を

受
け

る
。

●
●

●

訪
問

入
浴

サ
ー

ビ
ス

事
業

障
が

い
福

祉
課

継
続

在
宅

の
重

度
身

体
障

が
い

者
の

う
ち

，
施

設
入

浴
お

よ
び

ヘ
ル

パ
ー

に
よ

る
入

浴
介

助
の

困
難

な
者

に
対

し
て

，
自

宅
に

訪
問

入
浴

車
を

派
遣

す
る

。
●

●
●

居
住

サ
ポ

ー
ト

事
業

（再
掲

）
障

が
い

福
祉

課
継

続
障

が
い

者
が

地
域

で
自

立
し

た
生

活
を

送
る

た
め

，
相

談
や

情
報

提
供

な
ど

，
障

が
い

者
の

住
居

の
確

保
に

必
要

な
支

援
を

行
う

。
●

●
●

生
活

サ
ポ

ー
ト

事
業

障
が

い
福

祉
課

継
続

介
護

給
付

支
給

決
定

者
以

外
の

方
に

，
日

常
生

活
に

関
す

る
支

援
・家

事
に

対
す

る
必

要
な

支
援

を
行

う
。

●
●

●

日
常

生
活

用
具

給
付

事
業

障
が

い
福

祉
課

継
続

重
度

の
障

が
い

者
（児

）が
，

在
宅

で
の

日
常

生
活

を
よ

り
円

滑
に

行
え

る
よ

う
，

各
種

の
日

常
生

活
用

具
を

給
付

す
る

。
●

●
●

補
装

具
費

支
給

事
業

障
が

い
福

祉
課

継
続

身
体

機
能

を
補

完
ま

た
は

代
替

す
る

補
装

具
を

必
要

と
す

る
身

体
障

が
い

者
（児

）に
対

し
，

そ
の

補
装

具
の

購
入

ま
た

は
修

理
に

要
す

る
費

用
に

つ
い

て
，

補
装

具
費

を
支

給
す

る
。

●
●

●

障
が

い
者

紙
お

む
つ

支
給

事
業

障
が

い
福

祉
課

継
続

在
宅

で
常

時
紙

お
む

つ
が

必
要

な
3歳

以
上

64
歳

以
下

の
重

度
障

害
者

（児
）に

紙
お

む
つ

を
支

給
し

，
障

が
い

者
（児

）の
衛

生
を

確
保

す
る

と
と

も
に

，
介

護
者

の
経

済
的

お
よ

び
精

神
的

負
担

を
軽

減
す

る
。

●
●

●

事
業

ま
た

は
施

策
の

概
要

実
施

予
定

年
度

事
業

・施
策

名
新

・継
・拡

担
当

課
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第
２

次
新

潟
市

障
が

い
者

計
画

素
案

　
主

な
事

業
の

概
要

在
宅

難
病

患
者

紙
お

む
つ

支
給

事
業

保
健

管
理

課
継

続
在

宅
で

常
時

紙
お

む
つ

が
必

要
な

の
特

定
疾

患
患

者
・小

児
慢

性
特

定
疾

患
患

児
に

紙
お

む
つ

を
支

給
し

，
患

者
の

衛
生

を
確

保
す

る
と

と
も

に
，

介
護

者
の

経
済

的
お

よ
び

精
神

的
負

担
の

軽
減

を
図

る
。

●
●

●

難
病

患
者

等
居

宅
生

活
支

援
事

業
保

健
管

理
課

継
続

地
域

に
お

け
る

難
病

患
者

等
の

日
常

生
活

を
支

援
す

る
こ

と
に

よ
り

，
難

病
患

者
等

の
自

立
と

社
会

参
加

を
促

進
す

る
。

●
●

●

難
病

患
者

等
夜

間
看

護
サ

ー
ビ

ス
事

業
保

健
管

理
課

継
続

在
宅

で
寝

た
き

り
の

難
病

患
者

と
家

族
の

生
活

の
質

を
高

め
，

よ
り

良
い

在
宅

療
養

生
活

を
支

援
す

る
た

め
，

在
宅

寝
た

き
り

の
人

工
呼

吸
器

装
着

お
よ

び
気

管
切

開
の

難
病

患
者

に
対

し
て

夜
間

の
訪

問
看

護
を

実
施

し
た

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

に
対

し
，

補
助

金
を

交
付

す
る

。
●

●
●

身
体

障
が

い
者

福
祉

電
話

設
置

事
業

障
が

い
福

祉
課

継
続

一
人

暮
ら

し
の

重
度

身
体

障
が

い
者

に
，

日
常

生
活

の
安

全
と

社
会

活
動

の
便

宜
供

与
を

す
る

た
め

，
福

祉
電

話
ま

た
は

特
殊

機
能

付
き

電
話

を
貸

与
し

，
そ

の
費

用
の

一
部

を
助

成
す

る
。

●
●

●

身
体

障
が

い
者

あ
ん

し
ん

連
絡

シ
ス

テ
ム

事
業

障
が

い
福

祉
課

継
続

一
人

暮
ら

し
の

在
宅

重
度

身
体

障
が

い
者

に
，

緊
急

通
報

装
置

を
給

付
し

，
緊

急
時

に
24

時
間

体
制

で
受

信
セ

ン
タ

ー
に

よ
る

出
動

や
サ

ー
ビ

ス
提

供
機

関
へ

の
連

絡
調

整
を

行
う

。
●

●
●

障
が

い
者

要
介

護
者

等
歯

科
保

健
事

業
健

康
増

進
課

継
続

在
宅

寝
た

き
り

者
お

よ
び

在
宅

重
度

心
身

障
が

い
児

（者
）を

対
象

に
，

歯
科

医
師

の
訪

問
に

よ
る

健
診

，
指

導
お

よ
び

診
療

を
実

施
す

る
と

と
も

に
，

介
護

保
険

サ
ー

ビ
ス

対
象

外
の

人
を

対
象

に
歯

科
専

門
職

の
訪

問
に

よ
る

歯
科

保
健

指
導

を
実

施
す

る
。

●
●

●

(3
)経

済
的

な
支

援

2
4

2
5

2
6

特
別

障
害

者
手

当
の

支
給

障
が

い
福

祉
課

継
続

身
体

・知
的

ま
た

は
精

神
の

重
度

の
障

が
い

に
よ

り
，

日
常

生
活

で
常

時
特

別
な

介
護

を
必

要
す

る
20

歳
以

上
の

在
宅

障
が

い
者

に
対

し
て

，
そ

の
障

が
い

に
よ

っ
て

生
ず

る
経

済
的

負
担

を
軽

減
す

る
た

め
に

手
当

を
支

給
す

る
。

●
●

●

特
別

児
童

扶
養

手
当

の
支

給
障

が
い

福
祉

課
継

続
在

宅
の

中
重

度
の

障
が

い
児

を
扶

養
す

る
保

護
者

に
対

し
，

そ
の

経
済

的
負

担
を

軽
減

す
る

た
め

，
特

別
児

童
扶

養
手

当
を

支
給

す
る

。
●

●
●

障
害

児
福

祉
手

当
の

支
給

障
が

い
福

祉
課

継
続

在
宅

の
重

度
障

が
い

児
に

対
し

，
障

が
い

の
た

め
に

生
じ

る
経

済
的

負
担

を
軽

減
す

る
た

め
，

障
害

児
福

祉
手

当
を

支
給

す
る

。
●

●
●

在
宅

難
病

患
者

看
護

手
当

支
給

事
業

保
健

管
理

課
継

続
在

宅
で

寝
た

き
り

の
状

態
に

あ
る

特
定

疾
患

患
者

・小
児

慢
性

特
定

疾
患

患
児

を
常

時
看

護
し

て
い

る
人

に
対

し
，

看
護

手
当

を
支

給
し

，
看

護
人

の
負

担
の

軽
減

を
図

り
，

患
者

の
保

健
衛

生
と

看
護

の
向

上
を

図
る

。
●

●
●

新
・継

・拡
事

業
・施

策
名

担
当

課
事

業
ま

た
は

施
策

の
概

要
実

施
予

定
年

度
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第
２

次
新

潟
市

障
が

い
者

計
画

素
案

　
主

な
事

業
の

概
要

心
身

障
害

者
扶

養
共

済
制

度
障

が
い

福
祉

課
継

続
身

体
・知

的
・精

神
障

が
い

者
の

保
護

者
が

，
一

定
期

間
掛

金
を

拠
出

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

，
保

護
者

が
死

亡
ま

た
は

重
度

障
が

い
の

状
態

に
な

っ
た

と
き

に
，

残
さ

れ
た

障
が

い
者

に
終

身
年

金
を

支
給

す
る

。
●

●
●

福
祉

タ
ク

シ
ー

利
用

助
成

事
業

障
が

い
福

祉
課

継
続

心
身

障
が

い
者

の
生

活
範

囲
の

拡
大

と
社

会
参

加
の

促
進

を
図

る
た

め
，

タ
ク

シ
ー

助
成

券
を

交
付

し
て

，
タ

ク
シ

ー
料

金
の

一
部

を
助

成
す

る
。

●
●

●

自
動

車
燃

料
費

助
成

事
業

障
が

い
福

祉
課

継
続

心
身

障
が

い
者

の
生

活
範

囲
の

拡
大

と
社

会
参

加
の

促
進

を
図

る
た

め
，

障
が

い
者

の
移

動
の

た
め

に
使

用
す

る
本

人
ま

た
は

生
計

同
一

者
の

所
有

す
る

自
動

車
の

燃
料

費
の

一
部

を
助

成
す

る
。

●
●

●

自
動

車
改

造
費

助
成

事
業

障
が

い
福

祉
課

継
続

重
度

身
体

障
が

い
者

の
社

会
参

加
を

図
る

た
め

，
重

度
身

体
障

が
い

者
が

自
ら

運
転

す
る

た
め

自
動

車
を

改
造

す
る

場
合

，
ま

た
は

そ
の

家
族

が
自

動
車

を
改

造
す

る
場

合
に

費
用

の
一

部
を

助
成

す
る

。
●

●
●

自
動

車
運

転
免

許
取

得
費

助
成

事
業

障
が

い
福

祉
課

継
続

身
体

障
が

い
者

の
就

労
等

社
会

活
動

へ
の

参
加

を
促

進
す

る
た

め
，

自
動

車
運

転
免

許
の

取
得

に
直

接
要

す
る

費
用

の
一

部
を

助
成

す
る

。
●

●
●

障
が

い
者

等
施

設
通

所
費

助
成

事
業

障
が

い
福

祉
課

継
続

障
が

い
者

施
設

に
定

期
的

に
通

所
す

る
障

が
い

者
に

対
し

，
通

所
に

必
要

な
交

通
費

の
一

部
を

助
成

す
る

。
●

●
●

重
度

心
身

障
が

い
者

医
療

費
助

成
障

が
い

福
祉

課
継

続
重

度
心

身
障

が
い

者
に

対
し

,保
険

診
療

に
よ

る
医

療
費

の
自

己
負

担
額

の
一

部
を

助
成

す
る

。
●

●
●

自
立

支
援

医
療

（更
生

医
療

）の
給

付
障

が
い

福
祉

課
継

続
18

歳
以

上
の

身
体

障
が

い
者

を
対

象
に

，
自

立
と

社
会

経
済

活
動

へ
の

参
加

の
促

進
を

図
る

た
め

，
現

在
の

障
が

い
を

除
去

ま
た

は
軽

減
す

る
た

め
に

必
要

な
医

療
を

給
付

す
る

。
●

●
●

自
立

支
援

医
療

（育
成

医
療

）の
給

付
健

康
増

進
課

継
続

身
体

に
障

が
い

の
あ

る
18

歳
未

満
の

児
童

で
，

医
療

を
受

け
る

こ
と

に
よ

り
，

機
能

が
回

復
し

日
常

生
活

が
送

ら
れ

る
見

込
み

の
あ

る
児

童
を

対
象

に
，

そ
の

障
が

い
を

除
去

，
ま

た
は

軽
減

す
る

た
め

に
必

要
な

医
療

を
給

付
す

る
。

●
●

●

自
立

支
援

医
療

（精
神

通
院

医
療

）
の

給
付

障
が

い
福

祉
課

継
続

精
神

疾
患

（認
知

症
，

て
ん

か
ん

な
ど

も
含

む
）で

外
来

通
院

し
て

い
る

方
を

対
象

に
，

継
続

的
な

治
療

の
促

進
を

図
る

た
め

に
必

要
な

医
療

を
給

付
す

る
。

●
●

●

精
神

障
が

い
者

入
院

医
療

費
助

成
事

業
障

が
い

福
祉

課
継

続
精

神
障

が
い

者
お

よ
び

そ
の

家
族

の
経

済
的

負
担

を
軽

減
し

，
治

療
の

促
進

と
福

祉
の

増
進

を
図

る
た

め
，

精
神

科
で

の
入

院
治

療
に

必
要

な
医

療
費

の
一

部
を

助
成

す
る

。
●

●
●

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

利
用

者
負

担
額

軽
減

事
業

障
が

い
福

祉
課

継
続

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
者

負
担

額
が

，
平

成
18

年
4月

よ
り

応
能

負
担

か
ら

定
率

負
担

へ
と

改
正

さ
れ

た
こ

と
か

ら
，

負
担

額
を

国
基

準
額

の
2割

減
と

し
て

利
用

者
負

担
額

の
激

変
緩

和
を

図
る

。
（平

成
24

年
度

以
降

の
継

続
に

つ
い

て
は

，
国

の
利

用
者

負
担

軽
減

の
動

向
を

踏
ま

え
て

検
討

す
る

）

●
●

●

人
工

透
析

患
者

通
院

費
助

成
事

業
障

が
い

福
祉

課
継

続
人

工
透

析
療

法
に

よ
る

医
療

の
給

付
を

受
け

る
た

め
，

医
療

機
関

へ
の

通
院

に
要

し
た

交
通

費
の

一
部

を
助

成
し

，
経

済
的

負
担

の
軽

減
を

図
り

，
福

祉
の

増
進

を
図

る
。

●
●

●
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第
２

次
新

潟
市

障
が

い
者

計
画

素
案

　
主

な
事

業
の

概
要

(4
)サ

ー
ビ

ス
基

盤
の

充
実

2
4

2
5

2
6

障
が

い
者

施
設

・事
業

所
の

整
備

障
が

い
福

祉
課

継
続

通
所

事
業

所
や

地
域

活
動

支
援

セ
ン

タ
ー

，
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

な
ど

，
障

が
い

者
が

地
域

で
自

立
し

て
い

く
た

め
の

，
サ

ー
ビ

ス
基

盤
の

整
備

・充
実

に
努

め
る

。
●

●
●

精
神

障
が

い
者

地
域

移
行

・地
域

定
着

支
援

事
業

こ
こ

ろ
の

健
康

セ
ン

タ
ー

継
続

精
神

科
病

院
で

入
院

し
て

い
る

精
神

障
が

い
者

が
住

み
な

れ
た

地
域

で
安

心
し

て
生

活
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
入

院
中

か
ら

地
域

生
活

が
継

続
で

き
る

よ
う

個
別

支
援

を
実

施
す

る
。

●
●

●

精
神

障
害

者
地

域
生

活
支

援
施

設
補

助
金

こ
こ

ろ
の

健
康

セ
ン

タ
ー

継
続

精
神

障
が

い
者

の
自

立
と

社
会

復
帰

お
よ

び
社

会
参

加
の

促
進

を
図

る
た

め
，

精
神

障
が

い
者

が
気

軽
に

交
流

で
き

る
地

域
生

活
支

援
施

設
「い

こ
い

の
家

」の
運

営
費

の
一

部
を

補
助

す
る

。
●

●
●

地
域

活
動

支
援

セ
ン

タ
ー

へ
の

支
援

（再
掲

）
障

が
い

福
祉

課
継

続
障

が
い

者
が

地
域

で
活

動
で

き
る

場
，

ま
た

，
身

近
な

地
域

の
相

談
窓

口
と

し
て

，
地

域
活

動
支

援
セ

ン
タ

ー
事

業
を

実
施

し
，

障
が

い
者

の
地

域
生

活
支

援
の

促
進

を
図

る
。

●
●

●

居
宅

介
護

等
給

付
費

（
ホ

ー
ム

ヘ
ル

プ
サ

ー
ビ

ス
）
（
再

掲
）

障
が

い
福

祉
課

継
続

在
宅

で
の

支
援

が
必

要
な

障
が

い
者

に
対

し
，

入
浴

，
排

せ
つ

，
食

事
の

介
護

等
を

行
う

。
平

成
23

年
10

月
よ

り
，

視
覚

障
が

い
者

の
移

動
を

支
援

す
る

同
行

援
護

を
創

設
。

●
●

●

短
期

入
所

給
付

費
（
シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

）
（
再

掲
）

障
が

い
福

祉
課

継
続

介
護

者
の

病
気

等
に

よ
り

，
障

が
い

者
が

在
宅

で
の

生
活

が
一

時
的

に
困

難
に

な
っ

た
と

き
に

，
そ

の
期

間
施

設
に

入
所

し
，

入
浴

，
排

せ
つ

，
食

事
等

の
介

護
を

受
け

る
。

●
●

●

共
同

生
活

介
護

・共
同

生
活

援
助

給
付

費
（ケ

ア
ホ

ー
ム

・グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
）（

再
掲

）
障

が
い

福
祉

課
継

続
障

が
い

者
が

，
地

域
で

自
立

し
た

生
活

を
送

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
，

共
同

生
活

の
場

を
提

供
し

，
世

話
人

等
に

よ
る

必
要

な
介

護
お

よ
び

支
援

等
を

行
う

。
平

成
23

年
10

月
よ

り
，

国
の

家
賃

助
成

制
度

開
始

。
●

●
●

生
活

介
護

給
付

費
（再

掲
）

障
が

い
福

祉
課

継
続

常
に

介
護

を
必

要
と

す
る

障
が

い
者

に
対

し
，

昼
間

，
入

浴
・排

せ
つ

・食
事

の
介

護
等

を
行

う
と

と
も

に
，

創
作

的
活

動
ま

た
は

生
産

活
動

の
機

会
を

提
供

す
る

。
●

●
●

福
祉

ホ
ー

ム
へ

の
支

援
障

が
い

福
祉

課
継

続
障

が
い

者
の

自
立

と
社

会
復

帰
お

よ
び

社
会

参
加

の
促

進
を

図
る

た
め

，
住

居
を

必
要

と
す

る
障

が
い

者
に

対
し

，
低

額
な

料
金

で
居

室
を

提
供

し
，

日
常

生
活

に
必

要
な

相
談

，
支

援
等

を
行

う
福

祉
ホ

ー
ム

の
事

業
費

を
補

助
す

る
。

●
●

●

障
が

い
者

福
祉

セ
ン

タ
ー

事
業

障
が

い
福

祉
課

継
続

在
宅

の
障

が
い

者
に

対
し

，
創

作
的

活
動

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
な

ど
の

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
ほ

か
，

浴
室

・プ
ー

ル
・娯

楽
室

の
自

由
利

用
事

業
な

ど
を

行
う

。
●

●
●

実
施

予
定

年
度

事
業

ま
た

は
施

策
の

概
要

事
業

・施
策

名
担

当
課

新
・継

・拡
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第
２

次
新

潟
市

障
が

い
者

計
画

素
案

　
主

な
事

業
の

概
要

(5
)地

域
生

活
を

支
え

る
人

づ
く
り

2
4

2
5

2
6

精
神

障
が

い
者

デ
イ

ケ
ア

こ
こ

ろ
の

健
康

セ
ン

タ
ー

継
続

精
神

障
が

い
者

に
対

す
る

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
と

し
て

，
対

人
関

係
の

改
善

，
日

常
生

活
技

術
の

習
得

や
社

会
生

活
能

力
の

向
上

を
図

り
，

地
域

生
活

へ
の

移
行

を
支

援
す

る
。

N
P

O
法

人
等

，
地

域
の

社
会

資
源

を
取

り
入

れ
な

が
ら

，
事

業
を

継
続

す
る

。
●

●
●

精
神

障
が

い
者

家
族

教
室

こ
こ

ろ
の

健
康

セ
ン

タ
ー

継
続

精
神

障
が

い
者

に
関

す
る

病
気

や
障

が
い

に
つ

い
て

知
識

を
深

め
，

ま
た

，
家

族
相

互
の

交
流

を
図

り
，

情
報

を
共

有
す

る
こ

と
に

よ
り

，
当

事
者

へ
の

適
切

な
援

助
技

法
を

習
得

す
る

。
●

●
●

精
神

保
健

福
祉

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

講
座

こ
こ

ろ
の

健
康

セ
ン

タ
ー

継
続

精
神

障
が

い
者

と
市

民
が

協
力

し
合

え
る

地
域

づ
く
り

を
目

指
し

，
地

域
に

お
け

る
精

神
保

健
福

祉
活

動
を

推
進

す
る

人
材

を
育

成
し

，
も

っ
て

，
精

神
障

が
い

に
関

す
る

正
し

い
知

識
の

普
及

啓
発

を
図

る
。

●
●

●

精
神

保
健

福
祉

人
材

育
成

事
業

こ
こ

ろ
の

健
康

セ
ン

タ
ー

継
続

精
神

保
健

福
祉

関
係

機
関

職
員

等
に

対
す

る
専

門
研

修
お

よ
び

普
及

啓
発

研
修

を
行

う
と

と
も

に
，

企
業

，
団

体
お

よ
び

市
民

を
対

象
に

，
地

域
に

お
け

る
精

神
保

健
福

祉
活

動
を

推
進

す
る

人
材

を
育

成
す

る
。

●
●

●

老
人

精
神

保
健

福
祉

講
演

会
こ

こ
ろ

の
健

康
セ

ン
タ

ー
継

続
老

年
期

に
お

け
る

心
の

健
康

（特
に

認
知

症
や

う
つ

等
）に

関
す

る
正

し
い

理
解

を
深

め
る

と
と

も
に

，
予

防
に

向
け

た
生

活
リ

ズ
ム

な
ど

，
市

民
を

対
象

と
し

た
講

演
会

を
通

し
て

老
年

期
に

お
け

る
心

の
健

康
の

保
持

増
進

を
図

る
。

●
●

●

地
域

自
立

支
援

協
議

会
の

運
営

（再
掲

）
障

が
い

福
祉

課
拡

充
地

域
の

障
が

い
福

祉
に

関
す

る
関

係
機

関
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
築

や
，

困
難

事
例

へ
の

対
応

に
つ

い
て

定
期

的
な

協
議

を
行

う
。

平
成

22
年

度
よ

り
，

東
西

連
絡

調
整

会
議

を
廃

止
し

，
区

自
立

支
援

協
議

会
お

よ
び

運
営

事
務

局
会

議
を

設
置

す
る

こ
と

に
よ

り
体

制
の

強
化

を
行

っ
て

い
る

。
●

●
●

(6
)ス

ポ
ー

ツ
・文

化
活

動
の

振
興

お
よ

び
余

暇
活

動
の

支
援

2
4

2
5

2
6

福
祉

バ
ス

の
運

行
障

が
い

福
祉

課
継

続
障

が
い

者
ま

た
は

障
が

い
者

団
体

の
行

う
研

修
や

社
会

参
加

を
目

的
と

す
る

活
動

の
際

に
，

リ
フ

ト
付

き
福

祉
バ

ス
等

を
運

行
し

，
移

動
手

段
の

面
か

ら
障

が
い

者
の

社
会

参
加

を
支

援
す

る
。

●
●

●

新
潟

市
障

が
い

者
大

運
動

会
障

が
い

福
祉

課
継

続
障

が
い

者
の

「完
全

参
加

と
平

等
」の

達
成

を
目

指
し

，
障

が
い

者
と

健
常

者
が

ス
ポ

ー
ツ

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
を

通
じ

て
，

親
睦

と
友

情
の

輪
を

広
め

る
た

め
，

「障
が

い
者

大
運

動
会

」を
開

催
す

る
。

●
●

●

障
が

い
者

ス
ポ

ー
ツ

体
制

の
充

実
ス

ポ
ー

ツ
振

興
課

継
続

障
が

い
者

ス
ポ

ー
ツ

の
体

制
を

整
備

す
る

。
障

が
い

者
が

身
近

に
参

加
で

き
る

環
境

の
充

実
を

図
る

。
●

●
●

全
国

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
大

会
選

手
派

遣
事

業
障

が
い

福
祉

課
継

続
全

国
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

大
会

に
新

潟
市

を
代

表
し

て
出

場
す

る
選

手
の

派
遣

を
行

う
。

●
●

●

実
施

予
定

年
度

事
業

ま
た

は
施

策
の

概
要

実
施

予
定

年
度

事
業

ま
た

は
施

策
の

概
要

新
・継

・拡
担

当
課

事
業

・施
策

名

事
業

・施
策

名
担

当
課

新
・継

・拡
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第
２

次
新

潟
市

障
が

い
者

計
画

素
案

　
主

な
事

業
の

概
要

新
潟

県
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

大
会

開
催

事
業

障
が

い
福

祉
課

継
続

県
内

の
障

が
い

の
あ

る
選

手
が

，
日

頃
鍛

え
た

ス
ポ

ー
ツ

の
技

を
競

う
「新

潟
県

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
大

会
」を

，
新

潟
県

と
と

も
に

開
催

す
る

。
●

●
●

全
国

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
大

会
選

手
強

化
事

業
障

が
い

福
祉

課
継

続
全

国
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

大
会

に
派

遣
す

る
新

潟
市

選
手

の
育

成
・強

化
を

図
る

と
と

も
に

，
障

が
い

者
の

社
会

参
加

を
促

進
す

る
事

業
を

実
施

す
る

。
●

●
●

障
が

い
者

ス
ポ

ー
ツ

全
国

大
会

参
加

激
励

金
支

給
障

が
い

福
祉

課
継

続
国

や
公

的
団

体
が

主
催

す
る

障
が

い
者

ス
ポ

ー
ツ

全
国

大
会

等
の

参
加

者
に

激
励

金
を

支
給

す
る

。
●

●
●

障
が

い
者

福
祉

セ
ン

タ
ー

事
業

（再
掲

）
障

が
い

福
祉

課
継

続
在

宅
の

障
が

い
者

に
対

し
，

創
作

的
活

動
や

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

な
ど

の
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

ほ
か

，
浴

室
・プ

ー
ル

・娯
楽

室
の

自
由

利
用

事
業

な
ど

を
行

う
。

●
●

●

障
が

い
者

ア
ー

ト
支

援
事

業
障

が
い

福
祉

課
継

続
障

が
い

者
の

新
た

な
生

き
が

い
・楽

し
み

づ
く
り

や
，

活
動

を
通

じ
た

地
域

交
流

・社
会

参
加

の
広

が
り

，
さ

ら
に

は
優

れ
た

作
品

が
売

れ
る

こ
と

に
よ

る
工

賃
の

増
加

を
目

指
し

，
先

進
事

例
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

な
ど

障
が

い
者

ア
ー

ト
活

動
の

支
援

を
行

う
。

●
●

●

(7
)情

報
提

供
・コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

支
援

の
充

実

2
4

2
5

2
6

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
支

援
事

業
障

が
い

福
祉

課
拡

充
障

が
い

の
た

め
，

意
思

疎
通

を
図

る
こ

と
に

支
障

が
あ

る
障

が
い

者
等

に
手

話
奉

仕
員

，
要

約
筆

記
奉

仕
員

等
の

派
遣

を
行

い
，

意
思

疎
通

の
円

滑
化

を
図

る
。

●
●

●

点
訳

推
進

事
業

障
が

い
福

祉
課

継
続

日
常

生
活

に
必

要
な

情
報

が
不

足
し

が
ち

な
視

覚
障

が
い

者
に

対
し

，
行

政
情

報
や

一
般

刊
行

物
を

点
字

化
し

て
配

布
し

，
視

覚
障

が
い

者
の

情
報

獲
得

の
一

助
と

す
る

。
●

●
●

音
声

訳
推

進
事

業
障

が
い

福
祉

課
継

続
日

常
生

活
に

必
要

な
情

報
が

不
足

し
が

ち
な

視
覚

障
が

い
者

に
対

し
，

「
福

祉
の

し
お

り
」な

ど
の

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

を
音

声
化

し
て

配
布

し
，

視
覚

障
が

い
者

の
情

報
獲

得
の

一
助

と
す

る
。

●
●

●

手
話

奉
仕

員
・要

約
筆

記
奉

仕
員

養
成

事
業

障
が

い
福

祉
課

継
続

聴
覚

障
が

い
者

の
社

会
参

加
の

た
め

，
手

話
ま

た
は

要
約

筆
記

の
技

術
お

よ
び

知
識

を
修

得
し

た
奉

仕
員

の
養

成
・技

術
向

上
の

た
め

の
講

習
会

を
実

施
す

る
。

●
●

●

手
話

通
訳

者
設

置
事

業
障

が
い

福
祉

課
継

続
各

区
役

所
に

手
話

等
で

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

で
き

る
窓

口
相

談
員

を
配

置
す

る
。

●
●

●

福
祉

サ
ー

ビ
ス

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

の
発

行
障

が
い

福
祉

課
継

続
障

が
い

福
祉

に
関

す
る

制
度

や
サ

ー
ビ

ス
な

ど
に

つ
い

て
の

情
報

提
供

を
図

る
た

め
，

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

を
発

行
す

る
。

（「
福

祉
の

し
お

り
」，

「精
神

保
健

福
祉

情
報

ガ
イ

ド
」，

「障
が

い
福

祉
サ

ー
ビ

ス
等

利
用

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

」）
●

●
●

事
業

・施
策

名
担

当
課

実
施

予
定

年
度

事
業

ま
た

は
施

策
の

概
要

新
・継

・拡

52



第
２

次
新

潟
市

障
が

い
者

計
画

素
案

　
主

な
事

業
の

概
要

点
字

・声
の

広
報

広
報

課
拡

充
視

覚
障

が
い

者
や

視
力

の
弱

い
市

民
の

た
め

，
市

報
の

点
字

版
や

音
声

版
（カ

セ
ッ

ト
テ

ー
プ

版
・デ

イ
ジ

ー
版

・一
般

Ｃ
Ｄ

版
）を

作
成

し
，

毎
週

郵
送

す
る

こ
と

に
よ

り
市

政
情

報
を

提
供

す
る

。
●

●
●

手
話

付
き

広
報

テ
レ

ビ
広

報
課

継
続

聴
覚

障
が

い
者

や
耳

の
不

自
由

な
市

民
の

た
め

に
，

市
政

テ
レ

ビ
番

組
「さ

わ
や

か
新

潟
」(

年
4回

)
に

手
話

通
訳

を
付

け
，

市
政

情
報

を
提

供
す

る
。

●
●

●

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
よ

る
情

報
発

信
広

報
課

継
続

コ
ン

テ
ン

ツ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
（C

M
S
）を

導
入

し
，

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
デ

ザ
イ

ン
や

情
報

構
成

を
見

直
す

こ
と

で
，

さ
ら

に
利

用
し

や
す

い
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
と

す
る

た
め

の
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
を

行
う

。
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

内
容

を
充

実
さ

せ
る

こ
と

は
も

ち
ろ

ん
，

高
齢

者
や

様
々

な
障

が
い

が
あ

る
利

用
者

に
も

，
利

用
に

あ
た

っ
て

不
自

由
さ

を
感

じ
る

こ
と

の
な

い
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
に

対
応

し
た

ペ
ー

ジ
を

作
成

す
る

。

●
●

●

障
が

い
者

福
祉

セ
ン

タ
ー

事
業

（再
掲

）
障

が
い

福
祉

課
継

続
在

宅
の

障
が

い
者

に
対

し
，

創
作

的
活

動
や

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

な
ど

の
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

ほ
か

，
浴

室
・プ

ー
ル

・娯
楽

室
の

自
由

利
用

事
業

な
ど

を
行

う
。

●
●

●

障
が

い
者

ＩＴ
サ

ポ
ー

ト
事

業
障

が
い

福
祉

課
継

続
新

潟
市

に
お

け
る

障
が

い
者

の
IT

技
術

に
関

す
る

ニ
ー

ズ
を

は
じ

め
，

障
が

い
者

一
人

ひ
と

り
の

特
性

に
合

わ
せ

た
支

援
に

関
す

る
ノ

ウ
ハ

ウ
の

収
得

を
目

指
す

。
障

が
い

者
の

ＩＴ
技

術
の

修
得

を
支

援
す

る
こ

と
に

よ
り

，
社

会
参

加
の

促
進

を
図

る
。

●
●

●

(8
)権

利
擁

護
の

推
進

2
4

2
5

2
6

成
年

後
見

制
度

利
用

支
援

事
業

障
が

い
福

祉
課

継
続

判
断

能
力

が
充

分
で

は
な

い
障

が
い

者
に

対
し

て
，

権
利

擁
護

お
よ

び
法

的
地

位
の

安
定

性
を

図
る

た
め

，
成

年
後

見
制

度
利

用
に

係
る

費
用

を
助

成
す

る
こ

と
に

よ
り

，
対

象
者

の
福

祉
の

増
進

を
図

る
。

権
利

擁
護

部
会

に
お

け
る

議
論

を
踏

ま
え

制
度

の
普

及
を

図
る

。
●

●
●

障
が

い
者

相
談

支
援

事
業

（再
掲

）
障

が
い

福
祉

課
拡

充

在
宅

の
障

が
い

者
お

よ
び

そ
の

家
族

に
対

し
て

，
各

種
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

援
助

や
情

報
提

供
等

を
総

合
的

に
行

い
，

障
が

い
者

の
自

立
と

社
会

参
加

の
促

進
を

図
る

。
さ

ら
に

，
4
区

に
障

が
い

児
支

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
を

配
置

す
る

こ
と

に
よ

り
，

乳
幼

児
期

に
お

け
る

早
期

の
支

援
体

制
を

確
立

し
，

保
護

者
の

負
担

や
不

安
の

軽
減

を
図

り
，

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
に

応
じ

た
継

続
的

な
支

援
を

実
現

す
る

。

●
●

●

法
律

相
談

の
実

施
障

が
い

福
祉

課
継

続
障

が
い

者
と

そ
の

家
族

を
対

象
と

し
て

，
相

続
，

金
銭

，
契

約
な

ど
に

関
す

る
，

弁
護

士
に

よ
る

法
律

相
談

を
実

施
す

る
。

●
●

●

日
常

生
活

自
立

支
援

事
業

福
祉

総
務

課
継

続
認

知
高

齢
者

等
が

，
生

活
に

必
要

な
福

祉
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

し
な

が
ら

地
域

で
安

心
し

て
暮

ら
す

こ
と

が
出

来
る

よ
う

，
生

活
支

援
員

を
派

遣
し

て
，

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
援

助
や

そ
れ

に
伴

う
日

常
的

な
金

銭
管

理
な

ど
の

援
助

を
行

い
，

地
域

生
活

を
支

援
す

る
。

●
●

●

実
施

予
定

年
度

担
当

課
新

・継
・拡

事
業

ま
た

は
施

策
の

概
要

事
業

・施
策

名

53



第
２

次
新

潟
市

障
が

い
者

計
画

素
案

　
主

な
事

業
の

概
要

障
が

い
者

虐
待

防
止

対
策

事
業

障
が

い
福

祉
課

新
規

障
が

い
者

虐
待

の
通

報
・届

出
の

受
理

，
相

談
・指

導
・助

言
，

広
報

を
行

う
市

町
村

障
が

い
者

虐
待

防
止

セ
ン

タ
ー

の
設

置
や

一
時

保
護

を
始

め
と

す
る

個
別

支
援

を
実

施
す

る
。

●
●

●

2　
保

健
・医

療
・福

祉
の

充
実

(1
)障

が
い

の
予

防
と

早
期

発
見

・早
期

対
応

2
4

2
5

2
6

乳
幼

児
健

康
診

査
健

康
増

進
課

継
続

乳
幼

児
に

対
し

，
身

体
発

育
・運

動
発

達
・精

神
発

達
・
歯

科
な

ど
に

つ
い

て
健

康
診

査
を

実
施

す
る

。
ま

た
，

子
育

て
や

こ
と

ば
の

発
達

，
食

生
活

の
助

言
お

よ
び

歯
科

保
健

指
導

な
ど

を
あ

わ
せ

て
実

施
す

る
。

●
●

●

車
い

す
身

体
障

が
い

者
健

康
診

査
事

業
障

が
い

福
祉

課
継

続
褥

瘡
，

変
形

，
膀

胱
機

能
障

が
い

等
の

二
次

障
が

い
の

予
防

の
た

め
，

車
い

す
を

常
時

使
用

す
る

在
宅

の
身

体
障

が
い

者
を

対
象

に
，

委
託

医
療

機
関

で
の

健
康

診
査

を
全

額
公

費
負

担
で

実
施

す
る

。
●

●
●

老
人

精
神

保
健

福
祉

講
演

会
（再

掲
）

こ
こ

ろ
の

健
康

セ
ン

タ
ー

継
続

老
年

期
に

お
け

る
心

の
健

康
（特

に
認

知
症

や
う

つ
等

）に
関

す
る

正
し

い
理

解
を

深
め

る
と

と
も

に
，

予
防

に
向

け
た

生
活

リ
ズ

ム
な

ど
，

市
民

を
対

象
と

し
た

講
演

会
を

通
し

て
老

年
期

に
お

け
る

心
の

健
康

の
保

持
増

進
を

図
る

。
●

●
●

訪
問

指
導

事
業

健
康

増
進

課
継

続
療

養
上

の
保

健
指

導
が

必
要

な
人

に
対

し
て

，
保

健
師

・看
護

師
な

ど
が

訪
問

し
，

本
人

お
よ

び
家

族
に

対
し

必
要

な
保

健
指

導
お

よ
び

栄
養

指
導

を
行

い
，

心
身

機
能

の
低

下
の

防
止

と
健

康
の

保
持

増
進

を
図

る
。

●
●

●

幼
児

こ
と

ば
と

こ
こ

ろ
の

相
談

セ
ン

タ
ー

の
運

営
障

が
い

福
祉

課
継

続
こ

と
ば

や
こ

こ
ろ

の
発

達
に

心
配

や
遅

れ
の

あ
る

幼
児

の
相

談
に

応
じ

，
障

が
い

の
早

期
発

見
や

支
援

を
行

う
。

個
人

支
援

と
集

団
支

援
を

実
施

。
●

●
●

ひ
し

の
み

園
の

運
営

障
が

い
福

祉
課

継
続

こ
こ

ろ
や

身
体

の
発

達
に

心
配

や
遅

れ
の

あ
る

就
学

前
の

児
童

に
対

し
，

早
期

療
育

を
行

う
。

●
●

●

児
童

相
談

所
相

談
・支

援
事

業
（再

掲
）

児
童

相
談

所
継

続
政

令
指

定
都

市
に

必
置

で
あ

る
児

童
相

談
所

を
運

営
す

る
こ

と
に

よ
り

，
専

門
的

な
相

談
・判

定
機

関
と

し
て

，
障

が
い

児
の

支
援

を
行

う
。

●
●

●

発
達

障
が

い
者

支
援

セ
ン

タ
ー

事
業

（再
掲

）
障

が
い

福
祉

課
継

続
発

達
障

が
い

者
に

対
し

て
は

，
早

期
発

見
，

早
期

の
発

達
支

援
を

行
う

と
と

も
に

，
生

涯
に

わ
た

っ
て

の
支

援
が

必
要

と
な

る
た

め
，

そ
の

中
核

と
な

る
発

達
障

が
い

支
援

セ
ン

タ
ー

の
運

営
を

行
う

。
●

●
●

ひ
き

こ
も

り
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
事

業
（再

掲
）

こ
こ

ろ
の

健
康

セ
ン

タ
ー

継
続

ひ
き

こ
も

り
の

長
期

化
を

防
ぐ

た
め

，
総

合
的

な
窓

口
を

設
置

し
，

ひ
き

こ
も

り
の

支
援

を
促

進
す

る
。

●
●

●

実
施

予
定

年
度

担
当

課
事

業
ま

た
は

施
策

の
概

要
新

・継
・拡

事
業

・施
策

名
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第
２

次
新

潟
市

障
が

い
者

計
画

素
案

　
主

な
事

業
の

概
要

精
神

保
健

福
祉

相
談

事
業

（再
掲

）
こ

こ
ろ

の
健

康
セ

ン
タ

ー
継

続
精

神
障

が
い

者
お

よ
び

そ
の

家
族

な
ど

の
，

精
神

疾
患

や
ス

ト
レ

ス
な

ど
に

よ
る

様
々

な
精

神
的

不
安

，
不

適
応

状
態

な
ど

に
関

す
る

相
談

を
行

う
。

ま
た

，
必

要
に

よ
り

，
家

庭
へ

の
訪

問
指

導
を

行
う

。
●

●
●

(2
)医

療
お

よ
び

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

充
実

2
4

2
5

2
6

機
能

訓
練

事
業

健
康

増
進

課
継

続
40

歳
～

64
歳

で
心

身
の

機
能

が
低

下
し

て
い

る
者

に
対

し
，

心
身

機
能

の
維

持
回

復
に

必
要

な
訓

練
を

行
う

こ
と

に
よ

り
，

閉
じ

こ
も

り
を

防
止

し
，

日
常

生
活

の
自

立
を

助
け

，
介

護
を

要
す

る
状

態
に

な
る

こ
と

を
予

防
す

る
。

●
●

●

障
が

い
者

要
介

護
者

等
歯

科
保

健
事

業
（再

掲
）

健
康

増
進

課
継

続
在

宅
寝

た
き

り
者

お
よ

び
在

宅
重

度
心

身
障

が
い

児
（者

）を
対

象
に

，
歯

科
医

師
の

訪
問

に
よ

る
健

診
，

指
導

お
よ

び
診

療
を

実
施

す
る

と
と

も
に

，
介

護
保

険
サ

ー
ビ

ス
対

象
外

の
人

を
対

象
に

歯
科

専
門

職
の

訪
問

に
よ

る
歯

科
保

健
指

導
を

実
施

す
る

。
●

●
●

療
養

介
護

給
付

費
障

が
い

福
祉

課
継

続
医

療
と

常
時

介
護

を
必

要
と

す
る

障
が

い
者

（筋
ジ

ス
ト

ロ
フ

ィ
ー

患
者

ま
た

は
重

症
心

身
障

が
い

者
）に

対
し

，
医

療
機

関
で

機
能

訓
練

・療
養

上
の

管
理

，
看

護
，

介
護

お
よ

び
日

常
生

活
の

世
話

を
行

う
。

●
●

●

重
度

心
身

障
が

い
者

医
療

費
助

成
（再

掲
）

障
が

い
福

祉
課

継
続

重
度

心
身

障
が

い
者

に
対

し
,保

険
診

療
に

よ
る

医
療

費
の

自
己

負
担

額
の

一
部

を
助

成
す

る
。

●
●

●

自
立

支
援

医
療

（更
生

医
療

）の
給

付
（再

掲
）

障
が

い
福

祉
課

継
続

18
歳

以
上

の
身

体
障

が
い

者
を

対
象

に
，

自
立

と
社

会
経

済
活

動
へ

の
参

加
の

促
進

を
図

る
た

め
，

現
在

の
障

が
い

を
除

去
ま

た
は

軽
減

す
る

た
め

に
必

要
な

医
療

を
給

付
す

る
。

●
●

●

自
立

支
援

医
療

（育
成

医
療

）の
給

付
（再

掲
）

健
康

増
進

課
継

続
身

体
に

障
が

い
の

あ
る

18
歳

未
満

の
児

童
で

，
医

療
を

受
け

る
こ

と
に

よ
り

，
機

能
が

回
復

し
日

常
生

活
が

送
ら

れ
る

見
込

み
の

あ
る

児
童

を
対

象
に

，
そ

の
障

が
い

を
除

去
，

ま
た

は
軽

減
す

る
た

め
に

必
要

な
医

療
を

給
付

す
る

。
●

●
●

自
立

支
援

医
療

（精
神

通
院

医
療

）の
給

付
（再

掲
）

障
が

い
福

祉
課

継
続

精
神

疾
患

（認
知

症
，

て
ん

か
ん

な
ど

も
含

む
）で

外
来

通
院

し
て

い
る

方
を

対
象

に
，

継
続

的
な

治
療

の
促

進
を

図
る

た
め

に
必

要
な

医
療

を
給

付
す

る
。

●
●

●

精
神

障
が

い
者

入
院

医
療

費
助

成
事

業
（再

掲
）

障
が

い
福

祉
課

継
続

精
神

障
が

い
者

お
よ

び
そ

の
家

族
の

経
済

的
負

担
を

軽
減

し
，

治
療

の
促

進
と

福
祉

の
増

進
を

図
る

た
め

，
精

神
科

で
の

入
院

治
療

に
必

要
な

医
療

費
の

一
部

を
助

成
す

る
。

●
●

●

小
児

慢
性

特
定

疾
患

治
療

研
究

事
業

健
康

増
進

課
継

続
小

児
慢

性
疾

患
の

う
ち

，
国

で
定

め
た

特
定

疾
患

に
か

か
っ

て
い

る
18

歳
未

満
の

児
童

で
，

各
疾

患
の

認
定

基
準

を
満

た
す

児
童

を
対

象
に

医
療

費
の

給
付

を
行

う
。

ま
た

，
日

常
生

活
用

具
を

給
付

し
，

日
常

生
活

の
便

宜
を

図
る

。
●

●
●

事
業

・施
策

名
担

当
課

実
施

予
定

年
度

新
・継

・拡
事

業
ま

た
は

施
策

の
概

要

55



第
２

次
新

潟
市

障
が

い
者

計
画

素
案

　
主

な
事

業
の

概
要

精
神

保
健

福
祉

調
査

研
究

事
業

こ
こ

ろ
の

健
康

セ
ン

タ
ー

継
続

ひ
き

こ
も

り
，

摂
食

障
が

い
，

思
春

期
，

認
知

症
，

災
害

時
の

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
等

に
対

す
る

専
門

分
野

の
調

査
研

究
を

進
め

，
あ

わ
せ

て
関

係
機

関
に

対
す

る
技

術
援

助
を

実
施

す
る

。
●

●
●

口
腔

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

事
業

健
康

増
進

課
継

続
休

日
の

急
患

歯
科

診
療

を
行

う
ほ

か
，

予
約

制
で

一
般

の
歯

科
診

療
所

で
治

療
が

難
し

い
，

障
が

い
者

や
高

齢
者

を
対

象
と

し
た

歯
科

診
療

な
ど

を
行

う
。

●
●

●

(3
)精

神
保

健
と

医
療

施
策

の
推

進

2
4

2
5

2
6

こ
こ

ろ
の

健
康

セ
ン

タ
ー

（精
神

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

）の
運

営
（再

掲
）

こ
こ

ろ
の

健
康

セ
ン

タ
ー

拡
充

精
神

保
健

福
祉

に
関

す
る

中
核

機
関

と
し

て
，

相
談

，
研

修
・教

育
，

研
究

等
を

行
う

「こ
こ

ろ
の

健
康

セ
ン

タ
ー

の
事

業
運

営
を

行
う

。
Ｈ

23
年

度
よ

り
，

自
殺

総
合

対
策

を
担

う
い

の
ち

の
支

援
室

を
新

設
す

る
と

と
も

に
，

障
が

い
福

祉
課

よ
り

精
神

保
健

福
祉

室
を

移
管

し
，

精
神

保
健

福
祉

に
関

す
る

の
総

合
的

な
機

関
と

し
て

，
体

制
を

強
化

し
て

い
る

。

●
●

●

精
神

科
救

急
医

療
体

制
の

確
保

こ
こ

ろ
の

健
康

セ
ン

タ
ー

継
続

休
日

・夜
間

に
お

け
る

緊
急

な
精

神
科

医
療

を
必

要
と

す
る

，
精

神
障

が
い

者
等

の
た

め
の

精
神

科
救

急
医

療
シ

ス
テ

ム
を

整
備

し
，

精
神

障
が

い
者

や
そ

の
家

族
が

安
心

し
て

生
活

で
き

る
地

域
づ

く
り

を
進

め
る

。
●

●
●

精
神

保
健

福
祉

相
談

事
業

（再
掲

）
こ

こ
ろ

の
健

康
セ

ン
タ

ー
継

続
精

神
障

が
い

者
お

よ
び

そ
の

家
族

な
ど

の
，

精
神

疾
患

や
ス

ト
レ

ス
な

ど
に

よ
る

様
々

な
精

神
的

不
安

，
不

適
応

状
態

な
ど

に
関

す
る

相
談

を
行

う
。

ま
た

，
必

要
に

よ
り

，
家

庭
な

ど
へ

の
訪

問
指

導
を

行
う

。
●

●
●

精
神

障
が

い
者

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

（再
掲

）
こ

こ
ろ

の
健

康
セ

ン
タ

ー
継

続
精

神
障

が
い

者
の

地
域

で
の

日
常

生
活

支
援

の
た

め
，

精
神

障
が

い
者

関
連

事
業

や
施

設
の

利
用

な
ど

を
有

機
的

に
結

合
し

，
自

立
と

社
会

参
加

の
促

進
を

図
る

た
め

，
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

実
施

す
る

。
●

●
●

こ
こ

ろ
の

健
康

推
進

事
業

（再
掲

）
こ

こ
ろ

の
健

康
セ

ン
タ

ー
拡

充
臨

床
心

理
士

等
に

よ
る

う
つ

・ス
ト

レ
ス

相
談

や
，

う
つ

・ス
ト

レ
ス

に
関

す
る

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
セ

ミ
ナ

ー
，

関
係

職
員

研
修

，
普

及
啓

発
等

を
行

い
，

市
民

の
こ

こ
ろ

の
健

康
の

増
進

を
図

る
。

さ
ら

に
上

記
に

加
え

，
自

殺
対

策
の

研
修

会
や

講
演

会
を

実
施

す
る

。
●

●
●

精
神

保
健

福
祉

調
査

研
究

事
業

（再
掲

）
こ

こ
ろ

の
健

康
セ

ン
タ

ー
継

続
ひ

き
こ

も
り

，
摂

食
障

が
い

，
思

春
期

，
認

知
症

，
災

害
時

の
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

等
に

対
す

る
専

門
分

野
の

調
査

研
究

を
進

め
，

あ
わ

せ
て

関
係

機
関

に
対

す
る

技
術

援
助

を
実

施
す

る
。

●
●

●

自
立

支
援

医
療

（精
神

通
院

医
療

）の
給

付
（再

掲
）

障
が

い
福

祉
課

継
続

精
神

疾
患

（認
知

症
，

て
ん

か
ん

な
ど

も
含

む
）で

外
来

通
院

し
て

い
る

方
を

対
象

に
，

継
続

的
な

治
療

の
促

進
を

図
る

た
め

に
必

要
な

医
療

を
給

付
す

る
。

●
●

●

精
神

障
が

い
者

入
院

医
療

費
助

成
事

業
（再

掲
）

障
が

い
福

祉
課

継
続

精
神

障
が

い
者

お
よ

び
そ

の
家

族
の

経
済

的
負

担
を

軽
減

し
，

治
療

の
促

進
と

福
祉

の
増

進
を

図
る

た
め

，
精

神
科

で
の

入
院

治
療

に
必

要
な

医
療

費
の

一
部

を
助

成
す

る
。

●
●

●

実
施

予
定

年
度

事
業

ま
た

は
施

策
の

概
要

新
・継

・拡
事

業
・施

策
名

担
当

課
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第
２

次
新

潟
市

障
が

い
者

計
画

素
案

　
主

な
事

業
の

概
要

3　
雇

用
促

進
と

就
労

支
援

(1
)雇

用
促

進
と

一
般

就
労

の
支

援

2
4

2
5

2
6

就
労

移
行

支
援

給
付

費
障

が
い

福
祉

課
継

続
一

般
企

業
等

へ
の

就
労

を
希

望
す

る
障

が
い

者
に

，
一

定
期

間
，

就
労

に
必

要
な

知
識

お
よ

び
能

力
の

向
上

の
た

め
に

必
要

な
支

援
を

行
う

。
●

●
●

障
が

い
者

雇
用

奨
励

助
成

金
の

交
付

雇
用

対
策

課
継

続
障

が
い

者
を

雇
用

し
て

い
る

事
業

主
に

対
し

，
国

の
助

成
期

間
終

了
後

，
引

き
続

き
市

の
助

成
金

を
交

付
し

，
障

が
い

者
の

職
場

定
着

を
図

る
。

●
●

●

障
が

い
者

職
業

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

の
配

置
雇

用
対

策
課

継
続

障
が

い
者

の
雇

用
促

進
と

雇
用

の
安

定
を

図
る

た
め

，
障

が
い

者
が

就
業

し
て

い
る

事
業

所
を

障
が

い
者

職
業

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

が
訪

問
し

，
事

業
主

と
障

が
い

者
本

人
へ

の
ア

ド
バ

イ
ス

を
行

う
と

と
も

に
，

電
話

や
来

所
に

よ
る

障
が

い
者

の
職

業
相

談
を

実
施

す
る

。
●

●
●

障
が

い
者

多
数

雇
用

事
業

者
優

遇
制

度
雇

用
対

策
課

新
規

あ
ら

か
じ

め
登

録
さ

れ
た

市
内

の
障

が
い

者
多

数
雇

用
事

業
者

か
ら

市
が

物
品

又
は

役
務

を
積

極
的

に
調

達
す

る
。

●
●

●

自
動

車
運

転
免

許
取

得
費

助
成

事
業

（再
掲

）
障

が
い

福
祉

課
継

続
身

体
障

が
い

者
の

就
労

等
社

会
活

動
へ

の
参

加
を

促
進

す
る

た
め

，
自

動
車

運
転

免
許

の
取

得
に

直
接

要
す

る
費

用
の

一
部

を
助

成
す

る
。

●
●

●

障
が

い
者

ＩＴ
サ

ポ
ー

ト
事

業
（再

掲
）

障
が

い
福

祉
課

継
続

新
潟

市
に

お
け

る
障

が
い

者
の

ＩＴ
技

術
に

関
す

る
ニ

ー
ズ

を
は

じ
め

，
障

が
い

者
一

人
ひ

と
り

の
特

性
に

合
わ

せ
た

支
援

に
関

す
る

ノ
ウ

ハ
ウ

の
収

得
を

目
指

す
。

障
が

い
者

の
ＩＴ

技
術

の
修

得
を

支
援

す
る

こ
と

に
よ

り
，

社
会

参
加

の
促

進
を

図
る

。
●

●
●

(2
)福

祉
施

設
等

へ
の

就
労

の
支

援

2
4

2
5

2
6

授
産

製
品

の
展

示
販

売
の

支
援

障
が

い
福

祉
課

継
続

各
施

設
・作

業
所

等
に

お
い

て
障

が
い

者
が

作
っ

た
製

品
や

作
品

の
展

示
・販

売
を

支
援

す
る

こ
と

で
，

障
が

い
者

の
就

労
と

障
が

い
へ

の
理

解
の

促
進

を
図

る
。

●
●

●

就
労

継
続

支
援

給
付

費
障

が
い

福
祉

課
継

続
一

般
企

業
等

で
の

就
労

が
難

し
い

障
が

い
者

に
，

働
く
場

を
提

供
す

る
と

と
も

に
，

知
識

お
よ

び
能

力
の

向
上

の
た

め
に

必
要

な
支

援
を

行
う

。
（
雇

用
型

・非
雇

用
型

）
●

●
●

障
が

い
者

施
設

・事
業

所
の

整
備

（再
掲

）
障

が
い

福
祉

課
継

続
通

所
事

業
所

や
地

域
活

動
支

援
セ

ン
タ

ー
，

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
な

ど
，

障
が

い
者

が
地

域
で

自
立

し
て

い
く
た

め
の

，
サ

ー
ビ

ス
基

盤
の

整
備

・充
実

に
努

め
る

。
●

●
●

事
業

・施
策

名
担

当
課

事
業

・施
策

名
担

当
課

実
施

予
定

年
度

事
業

ま
た

は
施

策
の

概
要

実
施

予
定

年
度

新
・継

・拡

新
・継

・拡
事

業
ま

た
は

施
策

の
概

要
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第
２

次
新

潟
市

障
が

い
者

計
画

素
案

　
主

な
事

業
の

概
要

地
域

活
動

支
援

セ
ン

タ
ー

へ
の

支
援

（再
掲

）
障

が
い

福
祉

課
継

続
障

が
い

者
が

地
域

で
活

動
で

き
る

場
，

ま
た

，
身

近
な

地
域

の
相

談
窓

口
と

し
て

，
地

域
活

動
支

援
セ

ン
タ

ー
事

業
を

実
施

し
，

障
が

い
者

の
地

域
生

活
支

援
の

促
進

を
図

る
。

●
●

●

4　
療

育
・教

育
の

充
実

(1
)就

学
前

療
育

の
充

実

2
4

2
5

2
6

発
達

障
が

い
者

支
援

セ
ン

タ
ー

事
業

（再
掲

）
障

が
い

福
祉

課
継

続
発

達
障

が
い

者
に

対
し

て
は

，
早

期
発

見
，

早
期

の
発

達
支

援
を

行
う

と
と

も
に

，
生

涯
に

わ
た

っ
て

の
支

援
が

必
要

と
な

る
た

め
，

そ
の

中
核

と
な

る
発

達
障

が
い

支
援

セ
ン

タ
ー

の
運

営
を

行
う

。
●

●
●

児
童

発
達

支
援

セ
ン

タ
ー

の
運

営
障

が
い

福
祉

課
新

規
児

童
発

達
支

援
セ

ン
タ

ー
で

専
門

機
能

を
活

か
し

，
地

域
の

障
が

い
児

や
そ

の
家

族
へ

の
相

談
，

障
が

い
児

を
預

か
る

施
設

へ
の

援
助

・助
言

を
行

う
な

ど
，

地
域

の
中

核
的

な
療

育
支

援
を

行
う

。
●

●
●

(2
)学

校
教

育
の

充
実

2
4

2
5

2
6

特
別

支
援

教
育

サ
ポ

ー
ト

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

事
業

学
校

支
援

課
継

続
学

校
に

在
籍

す
る

L
D

,A
D

H
D

,高
機

能
自

閉
症

等
の

子
ど

も
た

ち
に

つ
い

て
，

指
導

方
法

や
校

内
体

制
に

つ
い

て
,専

門
的

な
立

場
か

ら
指

導
，

助
言

す
る

た
め

に
，

特
別

支
援

教
育

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

を
中

心
に

し
て

相
談

・支
援

を
行

う
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
づ

く
り

を
実

施
す

る
。

●
●

●

特
別

支
援

教
育

校
内

委
員

会
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

研
修

学
校

支
援

課
継

続
小

・中
学

校
に

設
置

さ
れ

て
い

る
特

別
支

援
教

育
校

内
委

員
会

の
機

能
充

実
を

図
る

た
め

，
特

別
支

援
教

育
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
を

対
象

と
し

た
校

内
委

員
会

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ

プ
研

修
を

企
画

し
，

各
校

の
特

別
支

援
教

育
の

質
的

向
上

を
図

る
。

●
●

●

特
別

支
援

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

シ
ス

テ
ム

学
校

支
援

課
継

続
通

常
学

級
に

在
籍

す
る

発
達

障
が

い
の

児
童

生
徒

に
対

し
て

，
学

習
の

補
助

等
を

行
う

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

を
募

集
し

，
学

校
へ

派
遣

す
る

。
●

●
●

(3
)放

課
後

活
動

の
充

実

2
4

2
5

2
6

障
が

い
児

放
課

後
支

援
事

業
障

が
い

福
祉

課
継

続
障

が
い

児
の

健
全

な
育

成
を

図
る

た
め

，
専

門
介

護
員

を
配

置
し

た
放

課
後

活
動

の
場

を
提

供
す

る
と

と
も

に
，

保
護

者
の

介
護

に
よ

る
疲

労
回

復
や

社
会

参
加

の
促

進
を

支
援

す
る

。
●

●
●

日
中

一
時

支
援

事
業

（再
掲

）
障

が
い

福
祉

課
継

続
介

護
者

が
病

気
や

介
護

疲
れ

等
の

理
由

で
障

が
い

者
を

日
中

の
み

施
設

に
預

け
，

食
事

等
の

介
護

を
受

け
る

。
●

●
●

事
業

・施
策

名
担

当
課

担
当

課

担
当

課

実
施

予
定

年
度

新
・継

・拡
事

業
ま

た
は

施
策

の
概

要

事
業

ま
た

は
施

策
の

概
要

実
施

予
定

年
度

新
・継

・拡

実
施

予
定

年
度

事
業

ま
た

は
施

策
の

概
要

新
・継

・拡

事
業

・施
策

名

事
業

・施
策

名
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第
２

次
新

潟
市

障
が

い
者

計
画

素
案

　
主

な
事

業
の

概
要

放
課

後
等

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

事
業

障
が

い
福

祉
課

新
規

学
校

通
学

中
の

障
が

い
児

に
対

し
，

放
課

後
や

夏
休

み
等

の
長

期
休

暇
に

お
い

て
，

生
活

能
力

向
上

の
た

め
の

訓
練

等
を

継
続

的
に

提
供

し
，

障
が

い
児

の
自

立
促

進
と

居
場

所
づ

く
り

を
推

進
す

る
。

●
●

●

5　
生

活
環

境
の

整
備

(1
)住

宅
環

境
の

整
備

2
4

2
5

2
6

障
が

い
者

住
宅

整
備

資
金

融
資

障
が

い
福

祉
課

継
続

障
が

い
者

ま
た

は
障

が
い

者
と

同
居

す
る

家
族

に
対

し
，

障
が

い
者

の
居

住
環

境
を

改
善

す
る

た
め

，
障

が
い

者
の

専
用

居
室

等
の

新
築

，
増

改
築

，
ま

た
は

，
改

造
の

た
め

の
資

金
の

貸
付

を
行

う
。

●
●

●

障
が

い
者

向
け

住
宅

リ
フ

ォ
ー

ム
助

成
事

業
障

が
い

福
祉

課
継

続
重

度
の

障
が

い
者

が
い

る
世

帯
に

対
し

，
そ

の
住

宅
を

障
が

い
者

の
居

住
に

適
す

る
よ

う
に

改
造

す
る

た
め

に
必

要
な

費
用

の
一

部
を

助
成

す
る

。
●

●
●

市
営

住
宅

の
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
化

・障
が

い
者

向
け

住
戸

の
整

備
住

環
境

政
策

課
継

続
市

営
住

宅
の

整
備

・建
替

え
に

あ
た

っ
て

は
，

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

化
を

図
り

，
誰

も
が

生
活

し
や

す
い

住
宅

の
提

供
を

行
う

。
ま

た
，

建
替

え
時

等
に

障
が

い
者

向
け

住
戸

の
供

給
を

図
り

，
住

宅
に

困
窮

す
る

低
所

得
者

層
の

障
が

い
者

の
支

援
を

行
う

。
●

●
●

障
が

い
者

が
自

立
し

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

住
環

境
の

創
出

住
環

境
政

策
課

継
続

障
が

い
者

住
宅

整
備

資
金

融
資

，
障

が
い

者
向

け
住

宅
リ

フ
ォ

ー
ム

助
成

事
業

等
，

各
種

の
助

成
・

融
資

制
度

の
活

用
促

進
に

向
け

た
情

報
提

供
を

行
う

。
●

●
●

居
住

サ
ポ

ー
ト

事
業

（再
掲

）
障

が
い

福
祉

課
継

続
障

が
い

者
が

地
域

で
自

立
し

た
生

活
を

送
る

た
め

，
相

談
や

情
報

提
供

な
ど

，
障

が
い

者
の

住
居

の
確

保
に

必
要

な
支

援
を

行
う

。
●

●
●

(2
)安

心
・安

全
な

ま
ち

づ
く
り

の
推

進

2
4

2
5

2
6

人
に

や
さ

し
い

歩
道

整
備

事
業

土
木

総
務

課
継

続
高

齢
者

や
障

が
い

者
が

安
心

し
て

快
適

に
移

動
で

き
る

環
境

を
整

備
す

る
た

め
，

既
存

歩
道

の
段

差
切

下
げ

や
点

字
・誘

導
ブ

ロ
ッ

ク
の

設
置

な
ど

を
推

進
す

る
。

●
●

●

交
通

バ
リ

ア
フ

リ
ー

推
進

事
業

道
路

計
画

課
継

続

新
潟

市
交

通
バ

リ
ア

フ
リ

ー
基

本
構

想
の

元
と

な
っ

た
，

交
通

バ
リ

ア
フ

リ
ー

法
に

よ
っ

て
指

定
し

た
「特

定
経

路
」の

一
部

を
，

H
20

に
バ

リ
ア

フ
リ

ー
新

法
(『

高
齢

者
，

障
害

者
等

の
移

動
等

の
円

滑
化

の
促

進
に

関
す

る
法

律
』)

第
2条

第
9号

に
規

定
す

る
「特

定
道

路
」と

し
て

指
定

し
た

。
指

定
路

線
に

つ
い

て
，

H
24

年
度

ま
で

の
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

完
了

を
目

指
す

。

●
-

-

事
業

・施
策

名
担

当
課

事
業

ま
た

は
施

策
の

概
要

新
・継

・拡
実

施
予

定
年

度

担
当

課
新

・継
・拡

実
施

予
定

年
度

事
業

ま
た

は
施

策
の

概
要

事
業

・施
策

名
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第
２

次
新

潟
市

障
が

い
者

計
画

素
案

　
主

な
事

業
の

概
要

交
通

バ
リ

ア
フ

リ
ー

推
進

事
業

都
市

交
通

政
策

課
継

続
新

潟
市

交
通

バ
リ

ア
フ

リ
ー

基
本

構
想

に
基

づ
き

，
駅

，
道

路
，

信
号

機
等

の
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

を
各

事
業

者
・管

理
者

へ
働

き
か

け
一

体
的

に
進

め
る

。
さ

ら
に

，
交

通
事

業
者

が
管

理
す

る
施

設
へ

の
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

を
支

援
す

る
。

●
●

●

福
祉

の
ま

ち
づ

く
り

推
進

事
業

障
が

い
福

祉
課

継
続

障
が

い
の

有
無

に
関

わ
ら

ず
，

誰
も

が
住

み
や

す
い

「福
祉

の
ま

ち
づ

く
り

」を
す

す
め

る
た

め
に

，
新

潟
県

福
祉

の
ま

ち
づ

く
り

条
例

に
基

づ
く
事

前
協

議
な

ど
に

よ
り

，
民

間
施

設
を

含
め

た
バ

リ
ア

フ
リ

ー
を

図
る

と
と

も
に

，
心

の
バ

リ
ア

フ
リ

ー
を

促
進

す
る

た
め

，
一

般
市

民
へ

の
啓

発
事

業
を

実
施

す
る

。
●

●
●

(3
)防

災
対

策
お

よ
び

災
害

時
支

援
体

制
の

整
備

2
4

2
5

2
6

災
害

時
要

援
護

者
対

策
事

業
危

機
管

理
防

災
課

継
続

災
害

時
要

援
護

者
申

請
・登

録
制

度
に

基
づ

き
作

成
し

た
要

援
護

者
名

簿
や

，
避

難
誘

導
資

機
材

を
地

域
に

提
供

す
る

と
と

も
に

，
中

高
生

を
対

象
と

し
た

防
災

講
習

会
を

開
催

す
る

な
ど

，
地

域
で

共
に

助
け

合
う

要
援

護
者

避
難

支
援

体
制

の
強

化
を

図
る

。
●

●
●

に
い

が
た

防
災

メ
ー

ル
の

配
信

危
機

管
理

防
災

課
継

続
避

難
勧

告
等

の
緊

急
を

要
す

る
災

害
関

連
情

報
を

Ｅ
メ

ー
ル

に
よ

り
伝

達
す

る
。

●
●

●

福
祉

避
難

所
指

定
と

災
害

時
支

援
体

制
の

整
備

障
が

い
福

祉
課

新
規

大
規

模
災

害
発

生
時

に
，

障
が

い
の

特
性

に
応

じ
た

き
め

細
か

い
支

援
が

行
え

る
福

祉
避

難
所

の
指

定
を

進
め

，
障

が
い

特
性

に
応

じ
た

情
報

提
供

を
行

う
，

必
要

な
福

祉
用

具
等

に
も

速
や

か
に

対
応

す
る

な
ど

災
害

時
支

援
体

制
を

整
備

す
る

。
●

●
●

身
体

障
が

い
者

あ
ん

し
ん

連
絡

シ
ス

テ
ム

事
業

（再
掲

）
障

が
い

福
祉

課
継

続
一

人
暮

ら
し

の
在

宅
重

度
身

体
障

が
い

者
に

，
緊

急
通

報
装

置
を

給
付

し
，

緊
急

時
に

24
時

間
体

制
で

受
信

セ
ン

タ
ー

に
よ

る
出

動
や

サ
ー

ビ
ス

提
供

機
関

へ
の

連
絡

調
整

を
行

う
。

●
●

●

6　
啓

発
・広

報
活

動
の

推
進

(1
)障

が
い

と
障

が
い

者
に

対
す

る
理

解
の

普
及

2
4

2
5

2
6

福
祉

の
ま

ち
づ

く
り

推
進

事
業

（再
掲

）
障

が
い

福
祉

課
継

続
障

が
い

の
有

無
に

関
わ

ら
ず

，
誰

も
が

住
み

や
す

い
「福

祉
の

ま
ち

づ
く
り

」を
す

す
め

る
た

め
に

，
新

潟
県

福
祉

の
ま

ち
づ

く
り

条
例

に
基

づ
く
事

前
協

議
な

ど
に

よ
り

，
民

間
施

設
を

含
め

た
バ

リ
ア

フ
リ

ー
を

図
る

と
と

も
に

，
心

の
バ

リ
ア

フ
リ

ー
を

促
進

す
る

た
め

，
一

般
市

民
へ

の
啓

発
事

業
を

実
施

す
る

。
●

●
●

担
当

課

新
・継

・拡

新
・継

・拡
事

業
ま

た
は

施
策

の
概

要
実

施
予

定
年

度

担
当

課
実

施
予

定
年

度
事

業
ま

た
は

施
策

の
概

要

事
業

・施
策

名

事
業

・施
策

名
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第
２

次
新

潟
市

障
が

い
者

計
画

素
案

　
主

な
事

業
の

概
要

精
神

障
が

い
者

社
会

適
応

訓
練

に
か

わ
る

新
規

国
モ

デ
ル

事
業

こ
こ

ろ
の

健
康

セ
ン

タ
ー

新
規

国
が

示
す

モ
デ

ル
事

業
要

綱
に

基
づ

き
，

精
神

障
が

い
者

の
社

会
復

帰
お

よ
び

就
労

に
向

け
た

訓
練

を
行

い
，

自
立

し
た

生
活

を
促

進
す

る
。

●
●

●

こ
こ

ろ
の

健
康

推
進

事
業

（再
掲

）
こ

こ
ろ

の
健

康
セ

ン
タ

ー
継

続
臨

床
心

理
士

等
に

よ
る

う
つ

・ス
ト

レ
ス

相
談

や
，

う
つ

・ス
ト

レ
ス

に
関

す
る

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
セ

ミ
ナ

ー
，

関
係

職
員

研
修

，
普

及
啓

発
等

を
行

い
，

市
民

の
こ

こ
ろ

の
健

康
の

増
進

を
図

る
。

●
●

●

老
人

精
神

保
健

福
祉

講
演

会
（再

掲
）

こ
こ

ろ
の

健
康

セ
ン

タ
ー

継
続

老
年

期
に

お
け

る
心

の
健

康
（特

に
認

知
症

や
う

つ
等

）に
関

す
る

正
し

い
理

解
を

深
め

る
と

と
も

に
，

予
防

に
向

け
た

生
活

リ
ズ

ム
な

ど
，

市
民

を
対

象
と

し
た

講
演

会
を

通
し

て
老

年
期

に
お

け
る

心
の

健
康

の
保

持
増

進
を

図
る

。
●

●
●

夏
休

み
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
体

験
学

習
障

が
い

福
祉

課
継

続
社

会
に

は
様

々
な

人
々

が
固

有
の

価
値

観
を

も
っ

て
生

活
し

て
い

る
こ

と
に

気
付

き
，

互
い

に
認

め
合

う
こ

と
の

大
切

さ
を

実
感

し
，

視
野

を
広

げ
自

己
を

見
直

す
機

会
と

し
て

開
催

す
る

。
（対

象
者

：高
校

生
，

大
学

生
等

）
●

●
●

市
民

健
康

福
祉

ま
つ

り
福

祉
総

務
課

継
続

市
民

が
福

祉
の

現
況

や
健

康
づ

く
り

に
つ

い
て

考
え

，
関

心
を

深
め

る
と

と
も

に
，

市
民

の
た

す
け

あ
い

の
輪

の
広

が
り

を
目

的
に

，
各

種
催

物
を

開
催

す
る

。
●

●
●

(2
)福

祉
教

育
の

推
進

2
4

2
5

2
6

「福
祉

副
読

本
」の

作
成

学
校

支
援

課
継

続
福

祉
に

関
す

る
理

念
や

現
状

な
ど

を
分

か
り

や
す

く
解

説
し

た
福

祉
副

読
本

を
作

成
し

，
児

童
・生

徒
に

配
布

す
る

。
●

●
●

(3
)ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
の

支
援

・推
進

2
4

2
5

2
6

精
神

保
健

福
祉

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

講
座

（再
掲

）
こ

こ
ろ

の
健

康
セ

ン
タ

ー
継

続
精

神
障

が
い

者
と

市
民

が
協

力
し

合
え

る
地

域
づ

く
り

を
目

指
し

，
地

域
に

お
け

る
精

神
保

健
福

祉
活

動
を

推
進

す
る

人
材

を
育

成
し

，
も

っ
て

，
精

神
障

が
い

に
関

す
る

正
し

い
知

識
の

普
及

啓
発

を
図

る
。

●
●

●

精
神

保
健

福
祉

人
材

育
成

事
業

（再
掲

）
こ

こ
ろ

の
健

康
セ

ン
タ

ー
継

続
精

神
保

健
福

祉
関

係
機

関
職

員
等

に
対

す
る

専
門

研
修

お
よ

び
普

及
啓

発
研

修
を

行
う

と
と

も
に

，
企

業
，

団
体

お
よ

び
市

民
を

対
象

に
地

域
に

お
け

る
精

神
保

健
福

祉
活

動
を

推
進

す
る

人
材

を
育

成
す

る
。

●
●

●

担
当

課

担
当

課
実

施
予

定
年

度
事

業
ま

た
は

施
策

の
概

要
新

・継
・拡

実
施

予
定

年
度

事
業

・施
策

名

事
業

・施
策

名

新
・継

・拡
事

業
ま

た
は

施
策

の
概

要
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夏
休

み
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
体

験
学

習
（再

掲
）

障
が

い
福

祉
課

継
続

社
会

に
は

様
々

な
人

々
が

固
有

の
価

値
観

を
も

っ
て

生
活

し
て

い
る

こ
と

に
気

付
き

，
互

い
に

認
め

合
う

こ
と

の
大

切
さ

を
実

感
し

，
視

野
を

広
げ

自
己

を
見

直
す

機
会

と
し

て
開

催
す

る
。

（対
象

者
：高

校
生

，
大

学
生

等
）

●
●

●

計
画

の
推

進
に

向
け

て
(3

)計
画

の
推

進

2
4

2
5

2
6

地
域

自
立

支
援

協
議

会
の

運
営

（再
掲

）
障

が
い

福
祉

課
拡

充
地

域
の

障
が

い
福

祉
に

関
す

る
関

係
機

関
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
築

や
，

困
難

事
例

へ
の

対
応

に
つ

い
て

定
期

的
な

協
議

を
行

う
。

平
成

22
年

度
よ

り
，

東
西

連
絡

調
整

会
議

を
廃

止
し

，
区

自
立

支
援

協
議

会
お

よ
び

運
営

事
務

局
会

議
を

設
置

す
る

こ
と

に
よ

り
体

制
の

強
化

を
行

っ
て

い
る

。
●

●
●

新
潟

市
障

が
い

者
施

策
政

策
委

員
会

（仮
称

）の
運

営
障

が
い

福
祉

課
継

続
障

が
い

者
計

画
等

の
策

定
・見

直
し

に
か

か
る

意
見

の
聴

取
や

，
障

が
い

者
施

策
の

推
進

に
つ

い
て

必
要

な
事

項
の

調
査

審
議

等
を

行
い

，
そ

の
政

策
の

実
施

状
況

に
つ

い
て

監
視

す
る

。
●

●
●

＊
各

事
業

の
担

当
課

に
つ

い
て

は
，

平
成

24
年

度
の

担
当

課
を

記
載

し
て

い
ま

す
。

担
当

課
実

施
予

定
年

度
事

業
・施

策
名

新
・継

・拡
事

業
ま

た
は

施
策

の
概

要
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資料編 

1 計画策定関係資料 

(1)計画策定経過 

実施年月 会議名等 主な内容 
平成 22 年 12 月 
 
 
 
平成 23 年 5 月 
 
 
 
平成 23 年 9 月 
 
 
 
平成 23 年 10 月 
 
 
 
平成 23 年 12 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新潟市障がい者福祉アンケ

ート実施 
 
 
第 1 回新潟市障がい者施策

推進協議会 
 
 
第 2 回新潟市障がい者施策

推進協議会 
 
 
第 3 回新潟市障がい者施策

推進協議会 
 
 
第 4 回新潟市障がい者施策

推進協議会 
 
 
市議会市民厚生常任委員協

議会 
 
第 5 回新潟市障がい者施策

推進協議会 
 
 
新潟市社会福祉審議会  
障がい者福祉専門分科会 
 

 
 
 
 
計画スケジュール検討 
 
 
 
計画構成の説明  
 
 
 
計画骨子案の検討，数値

目標及びサービス見込

み量の検討 
 
計画素案の検討，数値目

標及びサービス見込み

量の検討 
 
計画素案の説明 
 
 
計画素案の検討，数値目

標及びサービス見込み

量の検討 
 
計画素案の説明 
 
 

※ここでいう「計画」とは，第２次新潟市障がい者計画・
第３期新潟市障がい福祉計画の両方を指します。 
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平成 24 年 1 月 
 
 
平成 24 年 2 月 
 
 
 
 
 

 
パブリックコメントの実施 
 
 
 
第 6 回新潟市障がい者施策

推進協議会 
 
 
新潟市精神保健福祉審議会 
 
市議会市民厚生常任委員協

議会 
 
新潟市社会福祉審議会 
 
2 月市議会定例会 
 
 

 
市民意見の募集 
 
 
 
パブリックコメントの

報告 
計画（案）の説明・承認

 
計画（案）の説明 
 
計画（案）の説明 
 
 
計画（案）の説明 
 
計画の報告 
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(2) 新潟市障がい者施策推進協議会条例 

（趣旨） 
第１条 この条例は，障害者基本法（昭和45年法律第84号）第26条第3項の規定

に基づき，新潟市障がい者施策推進協議会（以下「協議会」という。）の組織

及び運営に関し必要な事項を定めるものとする。 
 
（組織） 

第2条 協議会は，委員15人以内をもって組織する。 
2 委員は，次に掲げる者のうちから市長が委嘱する。 
（１）学識経験のある者 
（２）障がい者 
（３）障がい者の福祉に関する事業に従事する者 
（４）関係行政機関の職員 
（５）その他市長が適当と認める者 

 
（委員の任期） 

第3条 委員の任期は，3年とする。ただし，再任を妨げない。 
2 委員が欠けた場合の補欠の委員の任期は，前任者の残任期間とする。 
 
（会長） 

第4条 協議会に会長を置き，委員の互選によりこれを定める。 
2 会長は，会務を総理し，協議会を代表する。 
3 会長に事故があるときは，会長があらかじめ指名する委員がその職務を代理

する。 
 
（会議） 

第5条 協議会の会議は，会長が招集する。 
2 協議会は，委員の過半数以上の出席がなければ，会議を開くことができない。 
3 協議会の議事は，出席した委員の過半数をもって決し，可否同数のときは，

会長の決するところによる。 
4 協議会は，必要があると認めるときは，会議に関係者の出席を求め，意見を

聴くことができる。 
 
（庶務） 

第6条 協議会の庶務は，福祉部において処理する。 
（平22条例4・一部改正） 
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（委任） 

第7条 この条例に定めるもののほか，協議会の運営に関し必要な事項は，会長

が協議会に諮って定める。 
 

附 則 
この条例は，平成19年4月1日から施行する。 

 

附 則（平成22年条例第4号）抄 
 
  （施行期日） 
この条例は，平成22年4月1日から施行する。 
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(3)新潟市障がい者施策推進協議会委員名簿 

(※平成 24 年 3 月現在) 

 
区 分 分 野 所  属  等 氏  名 備 考

身体障がい 
(福)新潟県視覚障害者

福祉協会 
理事長 松永

マツナガ

 秀夫
ヒ デ オ

   

身体障がい 
NPO 法人 新潟市ろうあ

協会 
理事長 柳

ヤナギ

 博明
ヒロアキ

   

知的障がい 
(福)新潟地区手をつな

ぐ育成会 
会長 熊倉

クマクラ

 範雄
ノ リ オ

 
会長 

代理 

精神障がい 
NPO 法人 にいがた温も

りの会 
理事 柏

カシワ

 純子
ス ミ コ

   

障
が
い
者
団
体 

発達障がい 
NPO 法人 にいがた・オ

ーティズム 
代表 角田

カ ク ダ

 千里
チ サ ト

   

通所施設 
(福)亀田郷芦沼会 ほ

がらか福祉園 
園長 岩崎

イワサキ

 久
ヒサ

弥
ヤ

   

入所施設 
(福)新潟太陽福祉会 

太陽の村 
園長 野村

ノ ム ラ

 忠男
タ ダ オ

   

障
が
い
福
祉
事
業
者 

相談支援事

業者 
(福)自立生活福祉会 

事務局

長 遁 所
トンドコロ

 直樹
ナ オ キ

   

医師 (社)新潟市医師会 理事 荻
オギ

荘
ショウ

 則
ノリ

幸
ユキ

   

歯科医師 (社)新潟市歯科医師会 理事 滝
タキ

  豊
ユタカ

   

教育 新潟県立大学 教授 島崎
シマザキ

 敬子
ケ イ コ

 会長 

就労 新潟公共職業安定所 所長 山本
ヤマモト

 幸夫
ユ キ オ

   

学
識
経
験
者
・
関
係
行
政
機
関 就労 株式会社 大谷  

代表取

締役 大谷
オオタニ

 勝彦
カツヒコ

   

  公募委員   斎藤
サイトウ

 喜美子
キ ミ コ

   公
募
委
員   公募委員   塚野

ツ カ ノ

 正治
ショウジ

   


